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第５回  うるま市少年少女空手道古武道選手権大会第５回  うるま市少年少女空手道古武道選手権大会
３月１４日に具志川総合体育館で開催された大会には、小学１年から
６年生の選手が参加し、日頃の練習で磨いた技を競い合いました。
３月１４日に具志川総合体育館で開催された大会には、小学１年から
６年生の選手が参加し、日頃の練習で磨いた技を競い合いました。



 　

本
日
、
第
52
回
う
る
ま
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
市

政
運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
と
主

要
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議

員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　

私
は
昨
年
５
月
に
市
長
就
任
以

来
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民

生
活
の
安
定
を
最
優
先
に
、
「
う

る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
３
つ

の
目
標
を
掲
げ
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　

１
つ
目
の
「
経
済
の
活
性
化
と

失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、

国
と
連
動
し
て
経
済
対
策
に
取
り

組
み
、
う
る
ま
市
商
工
会
と
連
携

し「
う
る
み
ん
商
品
券
」を
発
行
し
、

地
域
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
緊
急
雇
用
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　

２
つ
目
の
「
教
育
・
子
育
て
支

援
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た

ほ
か
、
公
立
保
育
園
環
境
整
備
事

業
及
び
認
可
外
保
育
施
設
環
境
整

備
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
応
援

特
別
手
当
給
付
金
の
支
給
や
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
進
め
ま
し
た
。 

　

３
つ
目
の
「
地
元
企
業
育
成
と

誘
致
、
そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ

い
て
は
、
地
元
企
業
の
優
先
活
用

を
図
る
た
め
、
公
共
工
事
の
最
低

制
限
価
格
を
引
き
上
げ
、
経
営
効

率
の
改
善
を
推
進
し
ま
し
た
。
企

業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
中
城
湾
港

新
港
地
区
の
東
埠
頭
整
備
を
関
係

省
庁
や
国
会
議
員
へ
要
請
す
る
と

と
も
に
、
国
・
県
開
催
の
企
業
誘

致
セ
ミ
ナ
ー
等
を
活
用
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
を
速
や
か

に
支
給
し
、
市
民
の
生
活
支
援
に

努
め
ま
し
た
。 

　

国
内
及
び
県
内
の
経
済
情
勢

は
、
国
の
積
極
的
な
景
気
対
策
等
に

よ
り
、
緩
や
か
な
が
ら
回
復
の
方
向

に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
失
業

率
は
高
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
経
済
情

勢
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
国
や
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うるま市はひとつ  市民協働のまちづくり

施政方針

うるま市長

島
しま

　袋
ぶく

　俊
とし

　夫
お

「
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
」 

「
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
」 

「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
、そ
し
て
地
産
地
消
」

　２月24日、市議会定例会が開会
し、島袋俊夫市長が平成22年度の
市政に対する基本方針と主要施策
の概要を発表しました。

平成22年度
施 政 方 針

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

１
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県
と
連
動
し
、
今
後
も
経
済
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
誕
生
し
た
鳩
山
政
権
は
、

本
年
を
「
地
域
主
権
元
年
」
と
位

置
づ
け
、
国
と
地
方
の
関
係
を
見

直
し
、
一
括
交
付
金
の
創
設
や
出

先
機
関
の
原
則
廃
止
な
ど
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
地

域
の
こ
と
は
地
域
が
決
め
る
」
と

い
う
地
方
自
治
主
体
の
行
政
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
地
方

の
自
立
と
責
任
が
よ
り
求
め
ら
れ

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

及
び
沖
縄
振
興
計
画
が
平
成
23
年

度
を
も
っ
て
期
限
切
れ
と
な
る
た

め
、
県
は
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
沖
縄
の
自
立
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　

本
市
も
同
様
、
地
域
主
権
に
ふ

さ
わ
し
い
質
の
高
い
行
政
体
制
へ

の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
職

員
の
資
質
向
上
は
も
と
よ
り
、
行

政
と
市
民
が
共
に
役
割
と
責
任
を

担
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

　

さ
て
、
昨
年
は
中
学
生
に
よ
る

相
次
ぐ
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
、

ま
ち
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
育

成
は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
・
大

人
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
の

「
未
来
遺
産
」
に
現
代
版
組
踊
「
肝

高
の
阿
麻
和
利
」
が
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
伝
統
・
文
化
を
基
調
と
し

た
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
は
、

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
と
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の

で
あ
り
、
今
年
の
勝
連
城
跡
の
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
に
花
を
添
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　

本
市
は
、
こ
と
し
市
制
施
行
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
５
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
市
勢
の
更
な
る
発
展
を
願

い
、
「
う
る
ま
市
制
施
行
５
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。 

　

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
市
民
の

「
安
心
・
安
全
」
は
重
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
・
県

と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
、
行
政
そ
し
て
各
種
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

私
は
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　

次
に
、
平
成
22
年
度
予
算
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
「
う
る
ま

市
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
各
部
局
が
自
主
的

に
行
政
改
革
を
実
施
し
、
引
き
続

き
「
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編

成
」
を
基
本
に
、
限
ら
れ
た
財
源

の
下
で
歳
出
総
額
の
抑
制
を
図
る

べ
く
編
成
に
努
め
ま
し
た
。 

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
、

４
２
８
億
６
，
３
７
１
万
１
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
５
．９
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国

民
健
康
保
険
が
１
６
７
億
４
，５

９
６
万
３
千
円
、
老
人
保
健
が
３

０
３
万
１
千
円
、
後
期
高
齢
者
医

療
が
７
億
１
，
３
９
１
万
９
千
円
、

介
護
保
険
が
７
２
億
１
，
７
７
０

万
４
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
が

２
３
億
６
１
０
万
５
千
円
、
農
業

集
落
排
水
事
業
が
１
，
７
２
３
万

５
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
公
営
企

業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
３

３
億
６
，６
７
９
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算

規
模
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

７
３
２
億
３
，
４
４
６
万
３
千
円

と
な
り
ま
す
。 

平成22年度 施政方針

平
成
22
年
度
の
予
算
規
模

２
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続
き
ま
し
て
、
平
成
22
年
度
の

主
な
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
総
合

計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。 

第
１
「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基

盤
と
環
境
を
育
て
ま
す
」 

　
「
東
海
岸
開
発
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
上
位
計
画
と
の
整
合
性
等
を

図
り
、
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　

平
成
24
年
度
開
学
予
定
の
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
関
連
し

て
、本
市
は
キ
ャ
ン
パ
ス
タ
ウ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、石
川
地
区

周
辺
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
石
川
34
号

線
ほ
か
９
路
線
の
継
続
事
業
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
と
し

て
津
堅
地
区
道
路
整
備
事
業
に
着

手
し
、
主
要
道
路
網
や
生
活
道
路

の
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　

街
路
に
つ
い
て
は
、
石
川
西
線

及
び
安
慶
名
４
区
線
の
継
続
事
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業

と
し
て
安
慶
名
３
区
線
及
び
兼
箇

段
高
江
洲
線
道
路
改
築
事
業
に
着

手
し
ま
す
。 

　

現
在
、
試
験
運
行
中
の
庁
舎
間

連
絡
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
格
運

行
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
し
ま
す
。 

　

地
域
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
安
定
稼
働

に
努
め
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信

格
差
是
正
の
た
め
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
は
、
建
物
移
転
補
償
の
進

捗
に
併
せ
、
幹
線
と
な
る
街
路

や
区
画
道
路
を
中
心
に
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
宅
地
の
早
期
利

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緑
豊
か

で
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

居
住
環
境
の
確
保
に
ふ
さ
わ
し
い

建
築
物
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
し
、
地
域
主
導
の
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
、
都

市
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

組
合
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術

的
指
導
等
の
支
援
を
行
い
、
早
期

完
了
を
目
指
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
非
補
助
・
小
規
模
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
市
の
認

可
と
な
る
た
め
、
組
合
施
行
等
に

よ
る
区
画
整
理
の
自
発
的
な
立
ち

上
げ
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。 

　

石
川
地
区
の
用
途
未
指
定
地
域

に
お
け
る
良
好
な
環
境
を
形
成
・

保
持
す
る
た
め
、
特
定
用
途
制
限

地
域
の
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。 

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
と
連
絡
を
密
に
し
、
施
設

の
管
理
及
び
使
用
料
の
徴
収
率
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
饒
辺
団
地
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
体
工
事
に
着
手
し

ま
す
。 

　

本
市
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
行
政
団
体
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
彩
で
特
色
あ
る
美
し
い
景
観
を

「
守
り
、
育
て
、
活
か
す
」
た
め
、

景
観
計
画
を
策
定
し
、
良
好
な
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

循
環
型
社
会
に
つ
い
て
は
、
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
、
Ｅ
Ｍ
な
ど

を
活
用
し
た
「
環
境
に
や
さ
し
い

癒
し
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

ま
す
。 

　

ま
た
、
「
う
る
ま
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
」
に
基
づ
き
、
廃

食
用
油
・
廃
木
材
等
の
再
資
源
化

を
推
進
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
身
近
な
問
題
で
あ
る

ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
つ
い
て
は
、
分
別
に
よ
る
資
源

化
の
必
要
性
、
効
用
等
に
つ
い
て

の
啓
発
活
動
を
地
域
と
と
も
に
推

主
要
事
業
の
概
要

３
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進
し
、
引
き
続
き
「
ご
み
減
量
全

国
１
位
」
の
堅
持
と
「
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。 

　

環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
に
よ

り
、
生
活
環
境
の
向
上
や
美
化
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
新

た
に
「
環
境
美
化
の
日
」
を
設
定

し
実
施
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
向
け
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
廃
棄
物
の
特
別
回
収
な
ど

を
通
し
て
、
環
境
美
化
の
推
進
と

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。 

　

野
犬
・
闘
犬
問
題
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
関

係
者
の
適
正
飼
育
を
指
導
し
、
解

決
に
努
め
ま
す
。 

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
給
水
の

安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
漏
水

調
査
や
老
朽
給
水
管
及
び
配
水
管

の
布
設
替
え
に
よ
る
有
収
率
の
向

上
等
に
よ
り
、
健
全
経
営
に
努
め

ま
す
。 

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
快

適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
引
き
続
き
整
備
を
図

り
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
地
域

に
つ
い
て
は
、
普
及
活
動
を
推
進

し
接
続
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業

の
伊
波
公
園
整
備
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
規
事
業
と
し
て

ヌ
ー
リ
川
公
園
整
備
事
業
に
着
手

し
、
魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。 

　

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
屋
慶
名

仲
田
排
水
路
事
業
の
ほ
か
、
新
た

に
与
那
城
西
原
排
水
路
事
業
を
進

め
ま
す
。 

　

ま
た
、
国
・
県
の
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
屋
慶
名
大
通
り
な
ど

の
県
道
37
号
線
を
含
む
整
備
事
業

に
積
極
的
に
協
力
し
、
整
備
促
進

を
要
請
し
ま
す
。 

第
２
「
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
明

日
の
う
る
ま
市
を
支
え
る

人
を
育
て
ま
す
」 

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
明
日

を
拓
く
夢
の
あ
る
人
材
育
成
」
を

目
標
に
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
り
、
知
・
徳
・
体
・

食
の
調
和
の
と
れ
た
幼
児
児
童
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
学
校
づ

く
り
の
た
め
、
教
育
委
員
会
・
警

察
に
よ
る
合
同
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
発
足
や
ス
ク
ー
ル
エ
リ
ア
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
行
政
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。 

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

で
健
や
か
な
活
動
場
所
を
確
保
す

る
た
め
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
を
小
学
校
に
お
い
て
、
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。 

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元

食
材
を
活
用
し
地
産
地
消
に
取
り

組
み
、
心
身
と
も
に
成
長
発
達
の

途
上
に
あ
る
児
童
生
徒
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
と
お
し

て
、
食
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

　

教
育
研
究
所
に
お
い
て
は
、
学

校
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
や
、
教
職
員
の
資
質
向
上

と
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
悩
み
を
持
つ
子
や
保
護

者
、
教
師
等
を
支
援
す
る
た
め
、

教
育
相
談
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、「
さ
わ
や
か
学
級
」
の
充
実
に

努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

不
登
校
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す
。 

　

教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
教
育

諸
条
件
の
公
平
性
を
享
受
で
き
る

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る

こ
と
は
、
行
政
の
責
務
で
あ
り
、

島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
複
式
学
級

の
解
消
等
は
、
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。「
う
る
ま
市
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
必
要
な

就
学
援
助
を
行
い
、
円
滑
な
義
務

教
育
に
努
め
ま
す
。 

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
施
設
保
全
に
努
め
、
与
勝

中
学
校
校
舎
、
与
那
城
小
学
校
屋

内
運
動
場
の
増
改
築
事
業
等
を
実

施
し
ま
す
。 

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
公
民

館
を
生
涯
学
習
拠
点
と
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
生
き
が
い
の
あ

る
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育

関
係
団
体
の
指
導
・
育
成
に
努

め
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。 

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学

習
に
お
け
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
民
の
自
己
学
習

を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
生
活
課

題
の
解
決
と
文
化
の
進
展
を
図
る

た
め
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。 

平成22年度 施政方針
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社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
係
団

体
の
育
成
及
び
組
織
体
制
の
強
化

を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
今
年
は
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
・
相
撲

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
施
設
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
大
会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
広
く
市
民

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
高

校
生
に
よ
る
「
一
人
一
役
活
動
」

を
推
進
し
、
熱
意
と
創
意
の
結
集

の
も
と
、
実
り
あ
る
大
会
を
目
指

し
ま
す
。 

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
家
庭
、
学
校
、
行
政
、
事
業

所
等
が
連
携
し
て
、
青
少
年
や
保

護
者
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
や

指
導
活
動
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
う
る
ま
市
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会
の
充
実
を
図
り
、
学
校

外
に
お
け
る
子
ど
も
達
の
事
件
事

故
等
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
う
る
ま
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
等
と
連
携
し
、
「
少

年
を
守
る
日
」
の
励
行
や
「
青
少

年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
」
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
の
巡
視
活
動
及
び
夜
間
街

頭
指
導
等
の
強
化
に
よ
り
夜
型
社

会
の
是
正
に
努
め
ま
す
。 

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
総
合

文
化
祭
や
沖
展
選
抜
展
な
ど
の
開

催
に
よ
り
、
発
表
の
機
会
と
市
民

交
流
の
場
を
提
供
し
、
積
極
的
な

市
民
参
加
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
な

る
市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、

き
む
た
か
ホ
ー
ル
の
有
効
活
用
を

図
り
、
芸
術
文
化
の
発
展
・
継
承

に
努
め
ま
す
。 

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
郷
土
に

誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
文
化
財
の

保
護
・
活
用
を
図
り
、
石
川
歴
史

民
俗
資
料
館
を
は
じ
め
各
資
料
館

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
世

界
遺
産
の
勝
連
城
跡
の
整
備
を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。 

第
３
「
う
る
ま
市
の
魅
力
を
生
か

し
た
産
業
を
育
て
ま
す
」 

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
農

業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
構
想
」
に
基
づ

き
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け

た
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
効
率
的

な
農
業
経
営
と
担
い
手
の
育
成
に

努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
認
定
農
家
に
対
し
て
は
、

農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
達
成

に
向
け
た
指
導
を
強
化
し
、
経
営

改
善
の
円
滑
な
推
進
が
図
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。 

　

拠
点
産
地
の
形
成
に
向
け
て

は
、
津
堅
島
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
等
根

絶
事
業
の
実
施
と
並
行
し
て
、
甘

藷
の
作
付
面
積
を
増
や
し
、
洋
ラ

ン
と
併
せ
て
地
域
指
定
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。 

　

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
お

き
な
わ
や
中
部
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
、
畜

産
共
進
会
等
の
開
催
や
優
良
肉
用

牛
子
牛
生
産
奨
励
補
助
金
事
業
等

を
展
開
し
、
畜
産
農
家
、
畜
産
団

体
等
の
育
成
及
び
経
営
安
定
を
図

り
ま
す
。 

　

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
風
原
・
西
原
地
区
及
び
上
原
２

期
地
区
の
県
営
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
与
那
城
地
区
、
う
る

ま
１
期
地
区
、
う
る
ま
２
期
地
区
、

う
る
ま
第
３
地
区
の
市
営
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
、
新
た
に
、
う

る
ま
第
４
地
区
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
う
る
ま
１
期
地
区

の
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、
一
部

供
給
を
開
始
し
ま
す
。 
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水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁

業
経
営
の
安
定
・
効
率
化
を
図
る

た
め
、
津
堅
地
区
の
地
域
水
産
物

供
給
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
し
、

も
ず
く
消
費
拡
大
を
図
る
ブ
ラ
ン

ド
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。 

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま

市
商
工
会
と
連
携
し
、
緊
急
保
証

制
度
や
中
小
企
業
融
資
保
証
料
補

助
な
ど
を
活
用
し
、
商
工
業
の
振

興
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
「
沖
縄
中
部
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
い

ワ
ー
ク
）
」
を
通
じ
て
、
中
小
企
業

勤
労
者
の
福
利
厚
生
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
制
度
の
普
及
推
進
と

中
小
企
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。 

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
企
業
立
地
促
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動

を
展
開
し
、
製
造
関
連
産
業
、
情

報
通
信
産
業
及
び
観
光
・
リ
ゾ
ー

ト
産
業
の
立
地
集
積
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
金
型
人
材
養
成
事
業

や
地
域
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
人
材

養
成
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

ま
た
、
企
業
立
地
促
進
条
例
や

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
制
度
等

を
活
用
し
、
創
・
操
業
支
援
事
業

を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致

を
展
開
し
ま
す
。 

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
特
産

品
等
販
売
・
誘
客
促
進
事
業
の
実

施
と
併
せ
て
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
新
た
な
戦
略
品
目
の
開
拓
と
地

域
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
み
ま
す
。 

　

ま
た
、
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り

を
通
し
て
、
市
産
品
を
広
く
市
内

外
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
年

１
月
に
琉
球
ジ
ャ
ス
コ
株
式
会
社

と
締
結
し
ま
し
た
「
物
産
販
売
奨

励
協
定
書
」
に
基
づ
き
、
地
産
地

消
を
含
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

拡
大
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。 

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
う

る
ま
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
勝
連
城
跡
や
闘
牛
・
エ

イ
サ
ー
な
ど
の
地
域
資
源
を
有
効

活
用
し
、
魅
力
あ
る
観
光
産
業
の

構
築
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
「
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
」
や
「
あ
や
は
し
海
中

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
、
さ
ら
に
は
今

年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
美
ら
島

お
き
な
わ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
」

な
ど
、
本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
と
、
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る

リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

観
光
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

観
光
協
会
の
設
立
に
向
け
て
は
、

観
光
・
物
産
振
興
の
窓
口
と
し
て
、

関
連
団
体
や
民
間
事
業
者
そ
し
て

市
民
の
連
携
を
強
化
し
、
民
間
主

導
か
つ
自
立
的
運
営
が
可
能
な
組

織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
景
気

低
迷
の
影
響
等
に
よ
り
、
雇
用
情

勢
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
市
民
所
得
の
向
上
と
失

業
率
の
改
善
を
図
る
た
め
、
「
企

業
立
地
雇
用
推
進
課
」
を
新
設

し
、
企
業
の
立
地
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
沖
縄
県
の
「
み
ん
な
で

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
と
連
携
し
た

「
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
等
を
推

進
し
、
人
材
育
成
と
雇
用
拡
大
に

努
め
ま
す
。 

　

本
庁
舎
に
開
設
し
て
い
る
「
う

る
ま
市
地
域
職
業
相
談
室
」
に
つ

い
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
窓
口
業
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
て
お
り
、
求
職
・
職
業
相
談
窓

口
と
し
て
地
域
住
民
へ
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

　

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
、
会
員
の
拡
大

と
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。 

　

環
金
武
湾
振
興
Ｑ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
産
学
官

体
制
に
よ
る
連
携
を
強
化
し
、
新

た
な
健
康
長
寿
産
業
の
創
出
を
図

り
ま
す
。 

　

新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、経
済
産
業
省
の「
新
エ
ネ
百
選
」

平成22年度 施政方針
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に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

も
地
産
地
消
型
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
に
取
り
組
み
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
事
業
詳
細
ビ
ジ
ョ
ン

に
よ
る
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

を
推
進
し
ま
す
。 

　

感
動
産
業
の
創
成
に
つ
い
て

は
、
現
代
版
組
踊
「
肝
高
の
阿
麻

和
利
」
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
と

感
動
体
験
型
産
業
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

第
４
「
誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に

助
け
合
え
る
地
域
を
育
て

ま
す
」 

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
各

福
祉
団
体
と
連
携
を
図
り
、
多
様

な
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
支
援

し
ま
す
。 

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
立
と
支

え
あ
い
～
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く

り
・
う
る
ま
～
」
を
目
指
し
、
障

が
い
者
が
地
域
で
と
も
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

み
ま
す
。 

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

景
気
低
迷
の
中
、
滞
納
世
帯
の
増

加
や
医
療
費
の
増
大
な
ど
国
保
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
一
段
と
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
被
保
険

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適

正
化
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
な
ど
の
保
健
事
業
を
推
進
し
ま

す
。 

　

ま
た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
、
引
き
続
き
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
・
啓
発

を
図
り
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上

対
策
を
強
化
し
、
国
保
の
健
全
運

営
に
努
め
ま
す
。 

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

は
、
事
務
が
煩
雑
化
す
る
中
、
被

保
険
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

対
応
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
国
に

お
い
て
は
新
た
な
制
度
改
正
が
予

測
さ
れ
ま
す
が
、
沖
縄
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
図

り
、
的
確
な
事
務
処
理
と
周
知
に

努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に

つ
い
て
は
、
健
康
診
査
の
受
診
促

進
を
図
る
ほ
か
、
集
団
検
診
等

を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一

部
助
成
を
行
い
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。 

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金

制
度
へ
の
不
安
感
が
増
大
す
る

中
、
年
金
記
録
の
照
会
や
納
付
記

録
の
統
合
、
年
金
相
談
な
ど
不
安

解
消
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
生
涯
に
わ
た
る
生
活
の
安
定

を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
年

金
事
務
所
と
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
保
険
料
の
納
付
指
導
や
免

除
勧
奨
な
ど
に
努
め
、
年
金
相
談

や
啓
発
活
動
な
ど
の
年
金
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。 

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
保

護
者
の
需
要
の
多
様
化
に
対
応
す

る
た
め
、
実
施
体
制
の
強
化
や
き

め
細
か
な
指
導
・
助
言
の
充
実
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
引

き
続
き
、
適
正
保
護
に
努
め
、
被

保
護
世
帯
の
自
立
支
援
を
図
り
ま

す
。 

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
「
健
康
う
る
ま
21
」
に
基
づ

き
、
「
自
分
の
健
康
は
自
ら
つ
く

り
、
自
ら
守
る
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
市
民
と
と
も
に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
各
種
健
康
診
査
や
健
康

相
談
の
勧
奨
に
取
り
組
む
ほ
か
、

訪
問
指
導
等
の
保
健
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
な
ど
に
努
め
ま
す
。 

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
生
ま
れ

育
つ
た
め
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負

担
を
継
続
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
親
子
健
康
手
帳
交
付
時

の
保
健
指
導
を
強
化
し
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
妊
婦
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て

乳
幼
児
健
診
の
充
実
を
図
り
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
保
護
者

と
確
認
す
る
と
と
も
に
、
発
育
・

発
達
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
情
報
を
提
供
し
、
個
別
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に
応
じ
た
支
援
を
強
化
し
ま
す
。 

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、危
機
管
理
項
目
と
し
て
、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
り
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
を
含
め
、
県
と
連

携
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
を
可
能
な
限

り
抑
制
し
、
市
民
の
健
康
被
害
を

最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。 

　

ま
た
、
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
未
接
種
者
や
、
そ
の
他

の
予
防
接
種
未
接
種
者
に
対
し

て
、
積
極
的
に
勧
奨
し
て
接
種
率

の
向
上
を
図
り
、
予
防
接
種
の
啓

発
及
び
周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
に
つ

い
て
は
、
「
う
る
ま
市
高
齢
者
福

祉
計
画
」
及
び
「
第
４
期
う
る
ま

市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。 

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
家

庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携

と
協
力
を
得
て
、
引
き
続
き
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　

児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
対
策
に
つ
い

て
は
、
虐
待
や
暴
力
に
よ
る
人
権

侵
害
か
ら
子
ど
も
と
女
性
を
守

り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

女
性
が
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ

う
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。 

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
と
家
庭
の
医
療

費
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。 

　

母
子
寡
婦
福
祉
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
を
助

成
す
る
と
と
も
に
、
母
子
家
庭
の

自
立
支
援
と
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
、
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
の
支

給
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童

の
解
消
と
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
支
援
を
図
る
た
め
、
「
う

る
ま
市
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」
を
創

設
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き

延
長
保
育
及
び
特
定
保
育
等
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

第
５
「
市
民
と
と
も
に
考
え
、
築

き
上
げ
る
ま
ち
を
育
て
ま

す
」 

　

新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
、
地
域
の
意
見
を
聴
く

た
め
、
引
き
続
き
地
域
審
議
会
を

開
催
し
、
市
民
参
画
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
海
外

移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
を

主
に
交
流
を
推
進
し
ま
す
。 

　

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
「
広

報
う
る
ま
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
図
り
、
施
策
や
行
政
情
報

平成22年度 施政方針
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の
迅
速
な
発
信
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
市
長
へ
の
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
を
活

用
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
市
民
の
提
言
や
要
望
等
を
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
し
、
市
民
と
行

政
の
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。 

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
保

護
・
強
化
に
努
め
、
情
報
公
開
の

総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。 

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
や
雇
用
問
題
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
近
年
「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
年
は
「
う
る
ま
市
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
～
う
る
ま
夢
プ
ラ

ン
～
」
の
中
間
年
に
あ
た
る
た

め
、
行
動
計
画
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
、
市
民
協
働
に
よ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
構
築
に
向
け
、
推

進
し
ま
す
。 

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
た

め
、
拠
点
と
な
る
施
設
建
設
の
ほ

か
備
品
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権

相
談
、
行
政
相
談
及
び
無
料
法
律

相
談
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
急

増
し
て
い
る
多
重
債
務
な
ど
の
消

費
生
活
相
談
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適

切
な
助
言
等
に
よ
り
問
題
解
決
に

向
け
支
援
し
ま
す
。 

　

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
防
災
意
識
の
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
関

係
部
局
が
情
報
を
共
有
し
、
迅
速

か
つ
的
確
な
支
援
が
行
え
る
「
災

害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
」
の
構

築
に
努
め
ま
す
。 

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災

か
ら
守
る
と
と
も
に
、
水
火
災
や

地
震
そ
の
他
複
雑
多
様
化
す
る
災

害
等
を
防
除
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。 

　

そ
の
拠
点
と
な
る
「
消
防
本
庁

舎
」
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
水
難
救
助
車

の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
被
害
の

軽
減
と
増
加
す
る
救
急
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
救
急
救
命
士
や
消

防
職
員
の
研
修
や
各
種
訓
練
に
努

め
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

地
域
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
及
び
危
険
物
施
設
の
安
全
対

策
強
化
の
ほ
か
、
春
と
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
や
防
火
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
り
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
重
点
目
標
に
、
住

宅
防
火
等
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

　

消
防
の
広
域
化
及
び
消
防
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
県
と
18
消
防
本
部
で
構
成

す
る
「
沖
縄
県
消
防
広
域
化
等
研

究
協
議
会
」
を
設
立
し
、
消
防
体

制
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
き
ま

す
。 

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
意
識
及

び
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民

と
行
政
の
協
働
の
も
と
、
防
犯
活

動
の
展
開
や
防
犯
協
会
を
中
心
と

し
た
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。 

　

ま
た
、
県
が
推
進
す
る
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
運
動
」
を
、
警
察
や
民
間

団
体
、
学
校
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
犯
罪
防
止
に

努
め
ま
す
。 

　

基
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
米
国

原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
問
題
や
戦
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闘
機
の
騒
音
問
題
、
そ
の
他
基
地

か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
「
基
地
対
策
課
」
を
設

置
し
、
原
潜
の
寄
港
中
止
、
事
件

事
故
の
再
発
防
止
等
、
基
地
負
担

の
軽
減
に
取
り
組
み
、
市
民
の
生

命
、
財
産
及
び
安
全
な
生
活
環
境

を
守
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
米
軍
人
絡
み
の
事
件
・

事
故
が
発
生
す
る
た
び
に
日
米
地

位
協
定
の
運
用
の
あ
り
方
が
大
き

く
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
日
米

安
保
改
定
50
年
の
節
目
と
な
る
今

年
は
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
強
く
訴
え
ま
す
。 

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
２
次
う
る

ま
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

「
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
」、「
市
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
に
よ
る

行
政
運
営
の
構
築
」、「
行
政
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営
の
推

進
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
か
ら
、

実
施
計
画
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。 

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、「
人
材

育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
急

激
な
社
会
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
職
員
の
資
質
向
上
と

能
力
開
発
を
目
的
に
各
種
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
健

康
管
理
に
留
意
し
、
職
場
環
境
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
服
務
規
律
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
職
員
の
適
正
配
置

等
の
人
事
管
理
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。 

　

統
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
統
合
庁
舎
建
設
委
員

会
」
に
お
い
て
、
庁
舎
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
や
機
能
・
規
模
、
位
置

と
い
っ
た
重
要
事
項
を
含
め
、
基

本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　

市
民
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
市
民
課
業
務
の
一
部
民

間
委
託
を
継
続
し
、
さ
ら
に
税
証

明
発
行
業
務
の
民
間
委
託
を
進

め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。 

　

市
税
は
、
最
も
重
要
な
自
主
財

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
税
原
票

管
理
シ
ス
テ
ム
や
家
屋
評
価
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
課

税
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
適
正

か
つ
公
平
な
課
税
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
徴
収
に
お
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
納
税
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

導
入
し
納
付
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
現
年
度
分
徴
収
の

向
上
と
新
規
滞
納
者
の
発
生
を
防

ぎ
、
さ
ら
に
、
累
積
滞
納
額
の
縮

減
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
滞
納

処
分
の
強
化
と
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。 

　

以
上
、
平
成
22
年
度
の
市
政
運

営
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
と
主
要

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。 

　

結
び
に
あ
た
り
、
市
政
を
取
り

巻
く
情
勢
は
、
景
気
の
動
向
や
地

方
財
政
の
先
行
き
、
地
域
主
権
の

在
り
方
な
ど
、
社
会
全
体
が
大
き

く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　

こ
の
大
き
な
変
革
に
対
し
て
、

的
確
に
対
応
し
、
市
民
生
活
の
安

定
と
安
心
を
守
る
た
め
、
今
後
と

も
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　

市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
い
た
し

ま
す
。 

　

平
成
22
年
２
月
24
日 

　
　
　

う
る
ま
市
長　

島
袋
俊
夫 

平成22年度 施政方針
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　うるま市では今年４月から、津堅島での急病人等に

対する本島への救急搬送について、昼間はドクターヘ

リ、夜間は中城海上保安部所属の巡視艇による搬送を

行うことになりました。

　これまで夜間の救急搬送については、定期船を運航

する神谷観光（神谷幸一代表）の協力を得て搬送を行っ

ており、同保安部の巡視艇による緊急体制は、県内で

も初めての取り組みとなります。

2/16　平成 ２１年度うるま市叙勲受章合同祝賀会 

津堅島における夜間急患搬送 

2/21　手作 りの地域おこし「イッペー会・はなまつり」開催 

島民を守るために 

２月26日に行われた、関係機関による合同訓練

スタート前に全員でストレッチ

メガホンで声援を送る生徒たち

字具志川を駆け抜けるジョガー

最初の難関、勝連城跡付近の坂

コースマスターを先頭に石川ビーチを歩く

　全国から多数の応募がある「平成21年度歯・口の健

康に関する図画・ポスターコンクール」において、平

敷屋小学校３年生の崎原彩瀬さんが、小学生の部で最

優秀賞に選出され、見事「文部科学大臣賞」を付与さ

れました。また、２月８日には沖縄県教育長より「平

成21年度沖縄県児童生徒等表彰」を受賞しました。３

月４日、関係者と共に島袋市長を訪れ、その喜びを報

告しました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール 

− 叙位叙勲 −

図画・ポスターで文部科学大臣賞受賞 

笑顔で喜びの報告をした崎原さん

　石川東山（旭区）の
通称「イッペーの森」
で、イッペー会主催の
ま つ り が 行 わ れ ま し
た。地域の子どもたち
や家族連れが参加し、
軽スポーツや舞台発表
など手作り感満載のま
つりを楽しんでいまし
た。

2/21　サ ーターづくりに挑戦 

　子どもたちに、地域
農業に関心を持っても
らおうと、豊原自治会
主催による「生産者ま
つ り 」 が 行 わ れ ま し
た。子どもたちは生産
者と共に、地域でとれ
たサトウキビを使い、
サーター（黒糖）作り
に挑戦しました。

3/4　トランポリン競技優勝報告 

3/4　ドッジボールで沖縄県代表 

　２月11日に行われた
春の全国小学生ドッジ
ボール選手権沖縄県大
会に出場したケンケン
闘球クラブが、優秀な
成績を収め沖縄県代表
として九州大会に派遣
されることが決まりま
した。市役所に訪れた
選手らが、島袋市長に九州大会への意気込みを語りました。

　３月６日、７日の両日、石川屋内運動場を発着点に、第２回環金武湾ウォーキングフェス

タ（金武湾開発推進連絡協議会主催）が行われました。「歩く文化」を醸成し、地域を再考す

ることを目的に行われ、７つのコースに市内外から多くのウォーカーが参加しました。

　参加者は家族や仲間と共に、豊かな自然を満喫しながら自分のペースでゴールを目指し、

心地よい汗を流していました。

　３月７日、中部広

域圏の活性化、沖縄

県の長距離スポーツ

の振興を図ることを

目的に、第 18 回おき

なわマラソンが開催

されました。

　ジョガーは、地域

住民やボランティア

の声援を受けゴール

を目指していました。

ち　ねん   じゅんえい

　平成21年中に叙勲
を受章された17人の
方々を祝う「叙勲受章
合同祝賀会」が、家族
や関係者など多数出
席のもとキャッスル
ハイランダーで盛大
に行われました。祝賀
会では、島袋市長が受章者へ記念品などを贈呈しました。

　１月９日に行われた
県 年 齢 別 選 手 権 大 会
で、ケンケン体操クラ
ブの選手らが見事優勝
を収め、静岡県で行わ
れる都道府県対抗選手
権への切符を手にしま
した。報告のため市役
所を訪れた選手らは、
島袋市長に優勝の喜びと全国大会への抱負を語りました。

さ き は ら あ や   せ

か み  や   こ う い ち
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第
18
回 

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン 

　うるま市では今年４月から、津堅島での急病人等に

対する本島への救急搬送について、昼間はドクターヘ

リ、夜間は中城海上保安部所属の巡視艇による搬送を

行うことになりました。

　これまで夜間の救急搬送については、定期船を運航

する神谷観光（神谷幸一代表）の協力を得て搬送を行っ

ており、同保安部の巡視艇による緊急体制は、県内で

も初めての取り組みとなります。

2/16　平成 ２１年度うるま市叙勲受章合同祝賀会 

津堅島における夜間急患搬送 

2/21　手作 りの地域おこし「イッペー会・はなまつり」開催 

島民を守るために 

２月26日に行われた、関係機関による合同訓練

スタート前に全員でストレッチ

メガホンで声援を送る生徒たち

字具志川を駆け抜けるジョガー

最初の難関、勝連城跡付近の坂

コースマスターを先頭に石川ビーチを歩く

　全国から多数の応募がある「平成21年度歯・口の健

康に関する図画・ポスターコンクール」において、平

敷屋小学校３年生の崎原彩瀬さんが、小学生の部で最

優秀賞に選出され、見事「文部科学大臣賞」を付与さ

れました。また、２月８日には沖縄県教育長より「平

成21年度沖縄県児童生徒等表彰」を受賞しました。３

月４日、関係者と共に島袋市長を訪れ、その喜びを報

告しました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール 

− 叙位叙勲 −

図画・ポスターで文部科学大臣賞受賞 

笑顔で喜びの報告をした崎原さん

　石川東山（旭区）の
通称「イッペーの森」
で、イッペー会主催の
ま つ り が 行 わ れ ま し
た。地域の子どもたち
や家族連れが参加し、
軽スポーツや舞台発表
など手作り感満載のま
つりを楽しんでいまし
た。

2/21　サ ーターづくりに挑戦 

　子どもたちに、地域
農業に関心を持っても
らおうと、豊原自治会
主催による「生産者ま
つ り 」 が 行 わ れ ま し
た。子どもたちは生産
者と共に、地域でとれ
たサトウキビを使い、
サーター（黒糖）作り
に挑戦しました。

3/4　トランポリン競技優勝報告 

3/4　ドッジボールで沖縄県代表 

　２月11日に行われた
春の全国小学生ドッジ
ボール選手権沖縄県大
会に出場したケンケン
闘球クラブが、優秀な
成績を収め沖縄県代表
として九州大会に派遣
されることが決まりま
した。市役所に訪れた
選手らが、島袋市長に九州大会への意気込みを語りました。

　３月６日、７日の両日、石川屋内運動場を発着点に、第２回環金武湾ウォーキングフェス

タ（金武湾開発推進連絡協議会主催）が行われました。「歩く文化」を醸成し、地域を再考す

ることを目的に行われ、７つのコースに市内外から多くのウォーカーが参加しました。

　参加者は家族や仲間と共に、豊かな自然を満喫しながら自分のペースでゴールを目指し、

心地よい汗を流していました。

　３月７日、中部広

域圏の活性化、沖縄

県の長距離スポーツ

の振興を図ることを

目的に、第 18 回おき

なわマラソンが開催

されました。

　ジョガーは、地域

住民やボランティア

の声援を受けゴール

を目指していました。

ち　ねん   じゅんえい

　平成21年中に叙勲
を受章された17人の
方々を祝う「叙勲受章
合同祝賀会」が、家族
や関係者など多数出
席のもとキャッスル
ハイランダーで盛大
に行われました。祝賀
会では、島袋市長が受章者へ記念品などを贈呈しました。

　１月９日に行われた
県 年 齢 別 選 手 権 大 会
で、ケンケン体操クラ
ブの選手らが見事優勝
を収め、静岡県で行わ
れる都道府県対抗選手
権への切符を手にしま
した。報告のため市役
所を訪れた選手らは、
島袋市長に優勝の喜びと全国大会への抱負を語りました。

さ き は ら あ や   せ

か み  や   こ う い ち
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平成22年度 健康支援課　事業日程表

乳幼児健康診査 スクールのご案内

2歳児歯科検診

集団予防接種日程

ポリオ 受付時間／午後1時15分〜午後2時
（生後3か月〜7歳6か月）

4
月
 
5
月
 6

月
 
7
月
 
8
月
 
9
月
 

1
月
 
2
月
 
3
月
 

10
月
 

10
月
 

10
月
 

11
月
 

12
月
 

11
月
 

12
月
 

11
月
 

12
月
 

4月 
6月 
8月 

10月 
12月 

2月 

日（曜日） 月 場　所 

5
月
 

6
月
 

9
月
 

10
月
 

19日（水） 

25日（火） 

27日（木） 

1日（火） 

2日（水） 

8日（火） 

10日（木） 

16日（水） 

15日（水） 

16日（木） 

30日（木） 

5日（火） 

12日（火） 

13日（水） 

20日（水） 

26日（火） 

（対象）前期：４〜５か月頃

　　　後期：９〜11か月頃
（受付時間）
うるみん→前期（午後1:00〜2:30）

　　　　　後期（午前8:50〜11:00）
石川・勝連→前期・後期（午後1:00〜2:30）

対象／2歳3か月〜2歳7か月頃
受付時間／午後1:30〜2:30

4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

1月 
2月 
3月 

20（火） 
18（火） 
15（火） 
20（火） 
17（火） 
14（火） 
12（火） 
16（火） 
14（火） 
11（火） 
22（火） 
29（火） 

 

石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 

◎健康福祉センターうるみん
日時／毎週火曜日　午前9時〜午前11時

※栄養相談（第4火曜日）

※母乳相談（第2火曜日）

※栄養相談（第4月曜日）予約制です。

◎石川保健相談センター
日時／毎週月曜日　午前9時〜午前11時

健康福祉センターうるみん 

D T 受付時間／午後1時15分〜午後2時
（小学6年生）

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

日（曜日） 月 場　所 

7
月
 

8
月
 

21日（水） 

28日（水） 

3日（火） 

5日（木） 

10日（火） 

11日（水） 

12日（木） 

麻しん風しん（MR） 第3期・第4期

1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!

受付時間／午後1時15分〜午後2時

日（曜日） 月 場　所 

8
月
 

6日（金） 

7日（土） 

26日（木） 

27日（金） 

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

①予防接種の受け方がわからない。

②他市町村で接種したのに通知が届いた。

③予防接種の後に体調が悪くなった。

個別接種は受託医療施設へ、集団接種は健康

支援課へお問い合わせください。

★マタニティースクール
対象：初妊婦および希望者（定数あり）
場所：健康福祉センターうるみん3階
時間：①及び③は午後1時30分〜午後4時頃
　　  ②は午前9時30分〜正午頃

（対象者へは個別通知いたします。）

①お産にむけて ②妊娠中の食
　生活

③赤ちゃんとの
　生活・沐浴実習

12日（月） 
7日（月） 
2日（月） 
4日（月） 
6日（月） 
7日（月） 

21日（水） 
14日（月） 
13日（金） 
15日（金） 
13日（月） 
15日（火） 

27日（火） 
22日（火） 
30日（月） 
22日（金） 
21日（火） 
23日（水） 

4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

1月 
2月 
3月 

★ベビースクール
対象／生後3〜5か月の第1子および希望者（定数あり）
場所：健康福祉センターうるみん3階
時間：午後1時30分〜午後4時頃

①作って
　みよう離乳食

②親子
　ふれあい遊び

③子どもを事故
　から守ろう

16日（金） 
11日（火） 
25日（金） 

5日（月） 
20日（金） 

3日（金） 
19日（火） 

8日（月） 
15日（水） 
14日（金） 
14日（月） 

7日（月） 

 
17日（月） 

 
13日（火） 

 
13日（月） 

 
19日（金） 

 
21日（金） 

 
16日（水） 

 
24日（月） 

 
23日（金） 

 
24日（金） 

 
26日（金） 

 
28日（金） 

 
22日（火） 

お問い合わせ先：健康支援課（健康福祉センターうるみん内3階）
TEL.973−3209

D TD T

ポリオポリオ

集団予防接種日程集団予防接種日程

日（曜日） 月 場　所 

日（曜日） 場　所 月 

10（土） 

18（日） 

23（日） 

29（土） 

13（日） 

26（土） 

24（土） 

25（日） 

15（日） 

28（土） 

11（土） 

26（日） 

   9（土） 

10（日） 

13（土） 

14（日） 

4（土） 

12（日） 

16（日） 

22（土） 

12（土） 

13（日） 

5（土） 

20（日） 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

 

乳児健診
（対象）1歳6か月〜2歳未満

（受付時間）午後1:00〜2:30

日（曜日） 月 場　所 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

4
月
 

14（水） 
28（水） 
  7（金） 
12（水） 
13（木） 
26（水） 

   9（水） 
30（水） 
  7（水） 
14（水） 
15（木） 
22（木） 

4（水） 
25（水） 

   8（水） 
21（火） 
22（水） 
29（水） 

   6（水） 
27（水） 

　5（金） 
17（水） 
18（木） 
24（水） 

　8（水） 
22（水） 

   7（金） 
12（水） 
19（水） 
26（水） 

   2（水） 
10（木） 

   9（水） 
10（木） 
18（金） 
23（水） 

 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

1歳半健診
（対象）3歳6か月〜4歳未満

（受付時間）午後1:00〜2:30

日（曜日） 月 場　所 

4
月
 

5
月
 
6
月
 
7
月
 
8
月
 
9
月
 

1
月
 
2
月
 
3
月
 

 　8（木） 
 15（木） 
 22（木） 
 30（金） 
   6（木） 
20（木） 

　3（木） 
17（木） 
24（木） 

   8（木） 
29（木） 
12（木） 
18（水） 
19（木） 

   9（木） 
28（火） 

   7（木） 
14（木） 
21（木） 
28（木） 
11（木） 
25（木） 

   9（木） 
16（木） 
24（金） 
13（木） 
27（木） 
 9（水） 

  16（水） 
24（木） 
17（木） 
24（木） 

石川保健相談センター 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

3歳児健診

※対象になる時期に

個別通知いたします。

その他詳しいことは、

健康支援課までお問

い合わせください。定例健康相談

予約制です。

1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!

麻しん風しん（MR） 第3期・第4期麻しん風しん（MR） 第3期・第4期
（中学1年生） （高校3年生相当）

麻しん風しん（MR） 第4期

受付時間／午後1時15分〜午後2時

※個別接種期間：4月1日（木）〜6月30日（水）

美ら島沖縄総体に向けた取り組みとして、高校
1・2年生相当の皆さんの前倒し予防接種を実施
します。（公費負担）

日（曜日） 月 場　所 

6
月
 

5日（土） 

6日（日） 
健康福祉センターうるみん 

麻しん風しん（MR） 第4期麻しん風しん（MR） 第4期
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平成22年度 健康支援課　事業日程表

乳幼児健康診査 スクールのご案内

2歳児歯科検診

集団予防接種日程

ポリオ 受付時間／午後1時15分〜午後2時
（生後3か月〜7歳6か月）

4
月
 
5
月
 6

月
 
7
月
 
8
月
 
9
月
 

1
月
 
2
月
 
3
月
 

10
月
 

10
月
 

10
月
 

11
月
 

12
月
 

11
月
 

12
月
 

11
月
 

12
月
 

4月 
6月 
8月 

10月 
12月 

2月 

日（曜日） 月 場　所 

5
月
 

6
月
 

9
月
 

10
月
 

19日（水） 

25日（火） 

27日（木） 

1日（火） 

2日（水） 

8日（火） 

10日（木） 

16日（水） 

15日（水） 

16日（木） 

30日（木） 

5日（火） 

12日（火） 

13日（水） 

20日（水） 

26日（火） 

（対象）前期：４〜５か月頃

　　　後期：９〜11か月頃
（受付時間）
うるみん→前期（午後1:00〜2:30）

　　　　　後期（午前8:50〜11:00）
石川・勝連→前期・後期（午後1:00〜2:30）

対象／2歳3か月〜2歳7か月頃
受付時間／午後1:30〜2:30

4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

1月 
2月 
3月 

20（火） 
18（火） 
15（火） 
20（火） 
17（火） 
14（火） 
12（火） 
16（火） 
14（火） 
11（火） 
22（火） 
29（火） 

 

石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
石川保健相談センター 
う　る　み　ん 
勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 

◎健康福祉センターうるみん
日時／毎週火曜日　午前9時〜午前11時

※栄養相談（第4火曜日）

※母乳相談（第2火曜日）

※栄養相談（第4月曜日）予約制です。

◎石川保健相談センター
日時／毎週月曜日　午前9時〜午前11時

健康福祉センターうるみん 

D T 受付時間／午後1時15分〜午後2時
（小学6年生）

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

日（曜日） 月 場　所 

7
月
 

8
月
 

21日（水） 

28日（水） 

3日（火） 

5日（木） 

10日（火） 

11日（水） 

12日（木） 

麻しん風しん（MR） 第3期・第4期

1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!

受付時間／午後1時15分〜午後2時

日（曜日） 月 場　所 

8
月
 

6日（金） 

7日（土） 

26日（木） 

27日（金） 

健康福祉センターうるみん 

健康福祉センターうるみん 

①予防接種の受け方がわからない。

②他市町村で接種したのに通知が届いた。

③予防接種の後に体調が悪くなった。

個別接種は受託医療施設へ、集団接種は健康

支援課へお問い合わせください。

★マタニティースクール
対象：初妊婦および希望者（定数あり）
場所：健康福祉センターうるみん3階
時間：①及び③は午後1時30分〜午後4時頃
　　  ②は午前9時30分〜正午頃

（対象者へは個別通知いたします。）

①お産にむけて ②妊娠中の食
　生活

③赤ちゃんとの
　生活・沐浴実習

12日（月） 
7日（月） 
2日（月） 
4日（月） 
6日（月） 
7日（月） 

21日（水） 
14日（月） 
13日（金） 
15日（金） 
13日（月） 
15日（火） 

27日（火） 
22日（火） 
30日（月） 
22日（金） 
21日（火） 
23日（水） 

4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

1月 
2月 
3月 

★ベビースクール
対象／生後3〜5か月の第1子および希望者（定数あり）
場所：健康福祉センターうるみん3階
時間：午後1時30分〜午後4時頃

①作って
　みよう離乳食

②親子
　ふれあい遊び

③子どもを事故
　から守ろう

16日（金） 
11日（火） 
25日（金） 

5日（月） 
20日（金） 

3日（金） 
19日（火） 

8日（月） 
15日（水） 
14日（金） 
14日（月） 

7日（月） 

 
17日（月） 

 
13日（火） 

 
13日（月） 

 
19日（金） 

 
21日（金） 

 
16日（水） 

 
24日（月） 

 
23日（金） 

 
24日（金） 

 
26日（金） 

 
28日（金） 

 
22日（火） 

お問い合わせ先：健康支援課（健康福祉センターうるみん内3階）
TEL.973−3209

D TD T

ポリオポリオ

集団予防接種日程集団予防接種日程

日（曜日） 月 場　所 

日（曜日） 場　所 月 

10（土） 

18（日） 

23（日） 

29（土） 

13（日） 

26（土） 

24（土） 

25（日） 

15（日） 

28（土） 

11（土） 

26（日） 

   9（土） 

10（日） 

13（土） 

14（日） 

4（土） 

12（日） 

16（日） 

22（土） 

12（土） 

13（日） 

5（土） 

20（日） 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 

石川保健相談センター 

う　る　み　ん 

 

乳児健診
（対象）1歳6か月〜2歳未満

（受付時間）午後1:00〜2:30

日（曜日） 月 場　所 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

4
月
 

14（水） 
28（水） 
  7（金） 
12（水） 
13（木） 
26（水） 

   9（水） 
30（水） 
  7（水） 
14（水） 
15（木） 
22（木） 

4（水） 
25（水） 

   8（水） 
21（火） 
22（水） 
29（水） 

   6（水） 
27（水） 

　5（金） 
17（水） 
18（木） 
24（水） 

　8（水） 
22（水） 

   7（金） 
12（水） 
19（水） 
26（水） 

   2（水） 
10（木） 

   9（水） 
10（木） 
18（金） 
23（水） 

 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
石川保健相談センター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

1歳半健診
（対象）3歳6か月〜4歳未満

（受付時間）午後1:00〜2:30

日（曜日） 月 場　所 

4
月
 

5
月
 
6
月
 
7
月
 
8
月
 
9
月
 

1
月
 
2
月
 
3
月
 

 　8（木） 
 15（木） 
 22（木） 
 30（金） 
   6（木） 
20（木） 

　3（木） 
17（木） 
24（木） 

   8（木） 
29（木） 
12（木） 
18（水） 
19（木） 

   9（木） 
28（火） 

   7（木） 
14（木） 
21（木） 
28（木） 
11（木） 
25（木） 

   9（木） 
16（木） 
24（金） 
13（木） 
27（木） 
 9（水） 

  16（水） 
24（木） 
17（木） 
24（木） 

石川保健相談センター 
う　る　み　ん 

勝連シビックセンター 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

石川保健相談センター 
勝連シビックセンター 

う　る　み　ん 
う　る　み　ん 

3歳児健診

※対象になる時期に

個別通知いたします。

その他詳しいことは、

健康支援課までお問

い合わせください。定例健康相談

予約制です。

1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!1歳の誕生日に“麻しん風しん（MR）”予防接種を!

麻しん風しん（MR） 第3期・第4期麻しん風しん（MR） 第3期・第4期
（中学1年生） （高校3年生相当）

麻しん風しん（MR） 第4期

受付時間／午後1時15分〜午後2時

※個別接種期間：4月1日（木）〜6月30日（水）

美ら島沖縄総体に向けた取り組みとして、高校
1・2年生相当の皆さんの前倒し予防接種を実施
します。（公費負担）

日（曜日） 月 場　所 

6
月
 

5日（土） 

6日（日） 
健康福祉センターうるみん 

麻しん風しん（MR） 第4期麻しん風しん（MR） 第4期
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平
成
18
年
３
月
に
、
う
る
ま
市
の
行
政

改
革
の
基
本
的
な
方
向
性
を
「
う
る
ま
市

行
政
改
革
大
綱
」
と
し
て
定
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
お
い
て
３
つ
の
視
点
か
ら
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
事
項
は
92
件
で
、
う
ち
83
件

（
90
％
）
が
実
施
段
階
（
実
施
、一
部
実
施
）

ま
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
取
り
組
み

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
全
庁
昼
窓
の
実
施（
市
役
所
の
窓
口
で

は
、お
昼
時
間（
正
午
〜
午
後
１
時
）も
交

替
制
で
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。）

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
実
施
（
市
職
員

の
市
民
に
対
す
る
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

必
要
な
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
）

・
地
域
協
働
の
推
進
（
公
共
施
設
周
辺
の

草
刈
り
、
イ
ベ
ン
ト
前
の
清
掃
、
道
路

植
栽
・
公
園
の
管
理
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
自
治
会
と
の
協
働
管
理

を
進
め
ま
し
た
。
）

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
市
の

重
要
な
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に

公
募
で
市
民
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
定
め
、
実
施

し
ま
し
た
。
）

・
市
有
財
産
の
有
効
活
用
（
利
用
さ
れ
て

い
な
い
市
の
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ

た
り
、
貸
し
出
し
す
る
な
ど
有
効
活
用

し
ま
し
た
。
）

・
事
務
事
業
評
価
の
実
施
（
市
役
所
の
仕

事
の
進
め
方
に
課
題
が
な
い
か
、
確
認

す
る
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
）

・
公
の
施
設
の
改
革
（
公
民
館
や
児
童
館

な
ど
市
民
が
使
う
施
設
に
つ
い
て
、
よ

り
経
費
を
か
け
ず
便
利
に
使
え
る
よ
う

に
、
民
間
団
体
な
ど
に
管
理
し
て
も
ら

う
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。
）

・
定
員
管
理
の
適
正
化
（
市
の
仕
事
を
よ

り
効
率
的
に
す
る
た
め
、
無
理
が
な
い

よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
、
合
併
後
、
市

の
職
員
を
１
６
７
人
減
ら
し
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
大
綱　

ほ
ぼ
全
て
の
項
目
を
取
り
組
み
ま
し
た
！

　

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
約

39
億
７
千
万
円
の
経
費
が
削
減
さ
れ
、
約

14
億
２
千
万
円
の
収
入
が
増
加
し
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に
「
第
２
次

う
る
ま
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
、
引

き
続
き
行
財
政
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

職
員
の
削
減
を
進
め
る
中
、
よ
り
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
運
営
を
行
い
つ
つ
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
企
業
誘
致
・
雇
用

推
進
、
基
地
対
策
機
能
の
強
化
に
取
り
組

む
と
い
っ
た
市
長
公
約
の
実
現
に
向
け

て
組
織
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
62
課

（
各
委
員
会
事
務
局
等
含
む
）
か
ら
61
課

と
な
り
１
課
の
縮
減
と
な
り
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
る
部
署
が
こ
れ
ま
で
担
っ
て

き
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
統
合

後
の
部
署
が
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
う
る
ま
市
で
は
、
今

後
も
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
運
営
を

め
ざ
し
、
随
時
、
組
織
再
編
を
行
っ
て
い

く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
改
革
で
39
億
７
千
万
円
を
削
減
、14
億
２
千
万
円
の
収
入
増
加

行
政
改
革
で
39
億
７
千
万
円
を
削
減
、14
億
２
千
万
円
の
収
入
増
加

視
点
１

視
点
２

視
点
３

組 

織 

再 

編

【
そ
の
他
の
主
な
変
更
点
】

【
経
済
部
】

　

部
長
同
等
職
と
し
て
参
事
を
配
置

（
商
工
観
光
、
企
業
立
地
等
に
関
す
る

業
務
を
統
括
し
ま
す
。）

　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

総
務
部　

行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　

1
９
７
３
‐
５
４
０
３

企
画
部

市
民
部

経
済
部

企画課

まちづくり課 企画開発係

まちづくり課 基地対策係

市民課

年金課

観光課

商工課 商工係

商工課 企業立地係・労政係

企画課

基地対策課

市民課

商工観光課

企業立地雇用推進課

【
課
の
統
合
・
新
設
】

企
業
立
地
雇
用
推
進
課
と

基
地
対
策
課
を
創
設
し
ま
す
！

企
業
立
地
雇
用
推
進
課
と

基
地
対
策
課
を
創
設
し
ま
す
！

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）

に
よ
る
行
政
運
営
の
構
築

行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営
の
推
進
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20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。
承
認

を
受
け
る
と
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円

以
下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
承
認
期
間
は
４
月
（
ま
た
は
20
歳
到
達

月
）
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
。

※
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

☆
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

卒
業
・
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ

た
方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
年
金
係
窓
口
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

☆
な
ぜ
、
学
生
納
付
特
例
？

　

学
生
の
期
間
中
に
、
万
一
の
事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
「
障
害
年
金
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
未
納
に
し
て
お
く
と
万
一

の
時
に
「
障
害
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

☆
追
納

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
将
来
受
け
取
る
年
金
額
へ
の
反
映
が

あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
額
を
満
額
に
す
る
た

め
に
は
、
卒
業
後
に
早
め
の
追
納
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
保
険

料
を
納
め
た
方
が
お
ト
ク
で
す
！

　

保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）
は
、
保
険

料
が
高
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
安
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
免
除
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
、

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
）

年
金
だ
よ
り

市
民
課
年
金
係 

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

　

申
請
方
法
は
窓
口
申
請
と
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

【
窓
口
で
の
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
平
成
22
年
度
有
効
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
認
印

・
年
金
手
帳

・
前
年
に
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら
れ
た

方
は
、雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
者
票
等

【
ハ
ガ
キ
形
式
で
申
請
す
る
場
合
】

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
が
承
認

さ
れ
た
方
で
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
に
は
（
日
本
年
金
機
構
が

把
握
し
て
い
る
方
に
限
る
）、
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
が
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
記
入
欄
へ
必
要
事
項
を
記
入
し

返
送
す
る
こ
と
で
、窓
口
に
出
向
か
な
い

で
、学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
証
な
ど
の
添
付
は
不
要
で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、

ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

市
役
所
年
金
係
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
ガ
キ
は
で
き
る

だ
け
４
月
中
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
開
始
！

平
成
22
年
度
学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
開
始
！

平
成
22
年
度
の
申

請
は
４
月
１
日
受

付
開
始
で
す
。本

人
だ
け
の
所
得

の
審
査
で
学
生
納

付
特
例
の
申
請
が

で
き
ま
す
♪

　
　
　

国
民
年
金
保
険
料

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
の

　
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

　
　
　

月
額
１
５
，１
０
０
円
で
す
。

　

口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
利
用
し
て

納
付
す
る
と
一
か
月
あ
た
り

　

50
円
の
割
引
に
な
り
お
得
で
す
。

　
　

平
成
22
年
度
の

　
　

老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
は

　

 

満
額
で
７
９
２
，１
０
０
円
で
す
。

　
　
　
　

（
40
年
間
納
付
し
た
場
合
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
年
金
係

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

◎
市
役
所
年
金
係

　
　
　
　
　
　

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

　

◎
コ
ザ
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
　
　
　
　
　

1
９
３
３
‐
３
４
３
７

　
　
　
　
　
　

1
９
３
３
‐
３
４
３
８
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古
い
歴
史
と
伝
統
行
事

　

天
願
は
、う
る
ま
市
の
中
央
部
に
位
置
し
、

北
東
部
は
金
武
湾
に
面
し
て
い
る
。
か
な
り

古
い
時
代
の
天
願
貝
塚
や
霊
化
森
（
デ
ィ
ー

カ
ム
イ
）、
コ
シ
森
な
ど
の
遺
跡
や
拝
所
が

あ
り
、
市
内
で
も
歴
史
の
古
い
集
落
の
ひ
と

つ
で
獅
子
舞
、
ウ
ス
デ
ー
ク
、
巻
棒
な
ど
の

伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
具

志
川
小
唄
に
「
豊
か
村
さ
み　

天
願
や
」
と

謡
わ
れ
、
豊
か
な
村
と
知
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
は
、
金
武
湾
に
面
す
る
北
東
部
か
ら

集
落
周
辺
に
か
け
て
広
大
な
基
地
キ
ャ
ン

プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
を
は
じ
め
、
天
願
倉
庫
、

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
基
地

従
業
員
の
居
住
地
と
し
て
「
百
件
部
落
」
と

呼
ば
れ
る
特
別
な
区
域
も
建
設
さ
れ
た
。

　

天
願
橋
を
越
え
、
コ
ー
ト
ニ
ー
ゲ
ー
ト
に

向
か
う
坂
に
沿
う
よ
う
に
左
端
一
帯
に
は

バ
ー
、
飲
食
店
、
理
容
館
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業

関
係
の
建
物
が
な
ら
び
ネ
オ
ン
華
や
か
な
時

代
が
あ
っ
た
。

天て

ん

が

ん願
（
テ
ィ
ン
グ
ワ
ン
）

洪
水
で
川
岸
が
削
り
取
ら
れ
、
と
く
に
集
落

付
近
で
曲
流
し
て
い
た
（
略
図
）。
ク
ラ
は
、

刳く

る
に
通
じ
、
テ
ノ
ク
ラ
の
ク
ラ
は
こ
れ
と

同
義
と
解
さ
れ
る
。
す
る
と
テ
ノ
ク
ラ
の
意

味
は
「
丘
陵
地
で
川
が
曲
流
す
る
と
こ
ろ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
テ
ノ
ク
ラ
、
テ

グ
ラ
ン
か
ら
天
願
に
定
着
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
六
二
一
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
お
も

ろ
そ
う
し
』
に
は
「
て
く
ら
ん
」、
そ
の
十

数
年
後
に
で
き
た
と
い
わ
れ
る
『
琉
球
国

高た
か
き
わ
め
ち
ょ
う

究
帳
』
に
天
願
村
、
一
七
一
三
年
に
編

さ
ん
の
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
、「
天・
・願

ノ
ロ
」
が
見
え
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
十
七
世
紀
の
前
半
か
ら
中

ご
ろ
に
「
天
願
」
の
地
名
が
定
着
し
、
現
在

に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

  

ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー

　

天
願
の
霊
化
森
の
南な
ん
ろ
く麓
と
宇
堅
の
栗
原
と

の
間
に
水
玉
屋
原
（
ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー
バ
ル
）

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ミ
ン
タ
マ

ヤ
ー
は
人
の
仇あ
だ
な名
の
ミ
ン
タ
マ
ー
（
目
玉
）

で
異
様
な
感
を
受
け
る
が
、
こ
こ
は
霊
化
森

や
周
囲
の
高
所
か
ら
流
れ
出
る
水
が
溜
ま
る

と
こ
ろ
で
「
水
溜
ま
り
」
が
ミ
ジ
タ
マ
、
ミ

ン
タ
マ
、
ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー
に
転
訛
し
た
。

  

天
願
の
語
源
と
意
味

　

天
願
の
語
源
に
つ
い
て
は
『
南
島
風
土
記
』

（
東
恩
納
寛か
ん
じ
ゅ
ん惇
著
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

　
「
て
ん
ぐ
わ
ん
」
も
、「
テ
ヌ
ク
ラ
」
→
「
テ

ン
ク
ラ
」
→
「
テ
ク
ラ
ン
」
→
「
テ
グ
ワ
ン
」

→
「
テ
ン
グ
ワ
ン
」
の
転て
ん
か訛
で
あ
ろ
う
。
ま

た
『
伊
波
普ふ
ゆ
う猷
全
集
』（
第
六
巻
）
は
、「
天

願
は
、
て
ぐ
ら
ん
の
転
訛
な
り
」
と
し
て
、

そ
の
語
源
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
先

生
と
も
そ
の
地
名
の
意
味
に
つ
い
て
は
説
い

て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
ま
ず
テ
ン

ガ
ン
の
語
源
と
さ
れ
る
「
テ
ヌ
ク
ラ
」
を
「
テ

ヌ
」
と
「
ク
ラ
」
に
分
け
て
考
察
し
て
み
る
。

テ
（
テ
ィ
）
は
、
突と
つ

か
ら
転
訛
し
た
地
形
語

で
丘
陵
地
や
高
地
を
意
味
す
る
。
天
願
川
上

流
の
栄
野
比
に
も
テ
ィ
ー
ギ
シ
と
呼
ば
れ
る

崖
地
が
あ
る
。
天
願
集
落
一
帯
の
地
形
か
ら

丘
陵
地
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヌ
は

「
の
」
に
あ
た
る
。

　

ク
ラ
（
ン
）
に
つ
い
て
は
「
崩
壊
地
形
、

ま
た
は
湾
曲
の
意
で
川
が
曲
流
し
て
い
る
よ

う
す
を
表
す
」（
大だ
い
げ
ん
か
い

言
海
）
と
あ
り
、
天
願
川

は
現
在
の
天
願
橋
か
ら
上
流
に
か
け
て
直
線

的
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
改
修
に
よ
る

も
の
で
か
つ
て
の
天
願
川
は
、
た
び
重
な
る

　

県
内
に
は
多
く
の
ミ
ン
タ
マ
系
地
名
が
あ

る
が
、
市
内
の
石
川
伊
波
に
は
ミ
ン
タ
マ
ヤ

バ
ル
（
水
溜
屋
原
）、
恩
納
村
字
恩
納
に
は

ミ
ン
タ
マ
ラ
（
水
溜
）、
那
覇
市
楚
辺
に
は

ミ
ン
タ
バ
ル
（
美
武
田
原
）、
宜
野
座
村
字

祖
慶
に
ミ
ッ
タ
メ
ー
バ
ル
（
水
溜
原
）、
恩

納
村
字
山
田
に
は
ミ
ジ
タ
マ
イ
バ
ル
（
水
溜

原
）、
今
帰
仁
村
字
仲
尾
次
に
は
ミ
ン
タ
マ

イ
・
ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー
ボ
ロ
（
水
溜
原
）
な
ど

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
水
溜
ま
り
や
た
め
池
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
現
在
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
畑
や
宅
地
に
変

り
、
昔
日
の
面
影
は
な
い
。

天願橋天願

天願川川崎

安慶名城跡

安慶名十字路

【改修前の天願川の流路】

みどり町

ヌーリ川

赤野

うるま市地名散歩  13  名
な か や ま

嘉山　兼
けんこう

宏



図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで 
たくさんの資料を展示・紹介しています。 

今月のテーマはコレ！

今月のおすすめ資料

図 書 館 休 館 日 

２０１０年・第５１回 
標語： たんけんしたいな 本の森 
２０１０年・第５１回 
標語： たんけんしたいな 本の森 

☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/☆うるま市立図書館ホームページ　http://www.library.city.uruma.lg.jp/

中央図書館　1974-1112
石川図書館　1964-5166
勝連図書館　1978-4321

・毎週月曜日

・４月22日（木） 館内整理日　・４月29日（木） 昭和の日

・５月   3日（月） 憲法記念日　・５月   4日（火） みどりの日

・５月   5日（水） こどもの日　・５月   6日（木） 振替休館

　４月23日〜５月12日は、こどもの読書週間です。子ども

たちが、読書の楽しみを知り、読書の習慣を身につけるのに

とても良い機会です。また、今年は「国民読書年」で、それを記

念したイベントもあり、本に触れることがとても多くなりそ

うです。家族で、読書量を少し意識して目標冊数を決めてみ

てはいかがでしょうか。

　暖かい春も読書にぴったりの季節です。よい本に親しんで

もらうことができるよう、図書館からもたくさんの本を子ど

もたちへ届けていけるよう、努めていきます。

２０１０年・第５１回 
標語： たんけんしたいな 本の森 

本に登場する「本」と「図書館」 
本が主役になっている物語や、図書館が舞台となっている
本などを紹介します。

　たくさんの資料の中から、お目当て
の本を探すのは大変。図書館のレファ
レンス・カウンターには、次 と々難題がやっ
てくる。カタブツの図書館員が調べも
のをお手伝い。お目当ての本を探す手
助けはできるのか。 

（一般書）所蔵館　石川

としょかんだよりとしょかんだより

中央館／新生活を始めるあなたへ(一般)

　　　　としょかんへおいでよ！！（児童）

石川館／「社会」がわかる本特集（一般）

　　　　「はじめての・・・」特集（児童）

勝連館／ことば力アップ大作戦！

行事案内（4月〜5月初旬）行事案内（4月〜5月初旬）

毎月第２土曜日
午後３時〜

毎月第３木曜日
午前11時〜

毎月第４土曜日
午前10時30分〜

図書館スタッフ

すだちの会

あ〜んと☆くらぶ

コスモスの会

ラビット

ラビット

すだちの会

毎週金曜日
午前10時30分〜

４月10日（土）
午前10時30分〜

５月８日（土）
午前10時30分〜

おはなし会

読み聞かせ会

おはなし会

おはなしの部屋

あかちゃんのための
おはなし会

おはなしパラダイス
「おはなしビックリばこその②」

国民読書年

「詩をうたう」

毎月第３土曜日
午前10時30分〜

『おさがしの本は』

門井慶喜　著

光文社

市外利用者（市内在勤・在学者）のみなさまへ
図書館利用カード更新のお願い

　市外在住の方で、うるま市に通勤、通学されている方の「図書館

利用カード」の有効期限は３月31日までです。図書館を利用される

方は、年１回の更新が必要です。来館時にカウンターで、現在お持

ちのカードと必要な書類を提示し更新手続きを行ってください。

更新後、引き続きカードは利用できます。また、引越しや転勤、卒業

で市外へ出られる方は、利用カードを図書館にお返しください。

更新手続きに必要な書類

・図書館利用カード
・本人の現住所が確認できるもの（住民票・運転免許証・保険証等）
・在勤（在学）証明書…図書館指定の様式 （ホームページからダウンロード可）

行　事 日　時 サークル名等

中 

央

石
川

勝 

連

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからもご覧になれます。☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからもご覧になれます。

こどもの読書週間

かどい　よしのぶ

　「むかしむかし」と「おしまい」の2行
しかできていない、「ちっちゃなお話」が
主人公。ママは科学雑誌で、パパは民
法書。「ちっちゃなお話」は、なかなか大
きくなることができず悩み、冒険に出発
…。どんな本に成長するのかな？ 

（児童書）所蔵館　中央

『まだ名前のない
　　　 小さな本』

ホセ・アントニオ・ミリャン　著
ペリーコ・パストール　絵

晶文社

　ある日、としょかんにライオンがやっ
てきた。みんなは大慌て。でも館長は
きまりを守っていればいいと、ライオン
を受け入れます。でも、あるときライオ
ンは決まりをやぶって…心温まる絵本。 
 

（児童書）所蔵館　石川

『としょかん
　　 ライオン』

ミシェル・ヌードセン　さく
ケビン・ホークス　え

岩崎書店

　本をひらきっぱなしにしていると、よ
なかに、もじたちが、おしゃべりをしたり、
とびだしたりするのです。ある夜のこと、
「いそがしいったら　ありゃしない。」と
しゃべりだしたのは、「は」のもじです。 
 

（児童書）所蔵館　勝連

『ひらがな
 だいぼうけん』

宮下すずか　さく
みやざきひろかず　え

偕成社

　1988年、アメリカの小さな町の図書館。
こごえるような冬の朝、本の返却ボック
スの中でみつけたのは、小さな子ねこ。
その日から、図書館猫として人々をなご
ませ、愛されてきたデューイの物語。 
 

（一般書）所蔵館　中央

『図書館ねこ 　
　　 デューイ』

ヴィッキー・マイロン　著
羽田詩津子　訳

早川書房

は た し づ こ

うた
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児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
活
を
共
に

で
き
な
い
児
童
の
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の

児
童
が
18
歳
に
な
り
最
初
の
３
月
31
日
を

迎
え
る
ま
で
の
期
間(

心
身
に
中
程
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る
月
ま

で
）
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限

や
資
格
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
の
額
】

全
部
支
給
月
額
・
・
４
１
，７
２
０
円

一
部
支
給
月
額
・
・
４
１
，７
１
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
，８
５
０
円

　

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

　

母
子
・
父
子
家
庭
及
び
養
育
者
世
帯
の

児
童
に
対
し
、
受
け
た
医
療
費
の
本
人
負

担
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

う
る
ま
市
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

・
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

・
養
育
者
が
養
育
す
る
父
母
の
い
な
い
児
童

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
や
資
格
要
件
等
が

あ
り
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦

の
方
が
修
学
や
病
気
等
で
日
常
生
活
を
営

む
上
で
一
時
的
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に
、

家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す
。
利
用

さ
れ
る
方
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

　

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
た
ち
の
経
済
的

自
立
の
援
助
と
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
、

無
利
子
あ
る
い
は
低
利
子
で
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
窓
口
は
う
る
ま

市
で
、
県
（
中
部
福
祉
保
健
所
）
の
審
査

等
を
経
て
貸
付
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
資
金
の
種
類
】

事
業
開
始
・
事
業
継
続
・
修
学
・
技
能
習

得
・
修
業
・
就
職
支
度
・
医
療
介
護
・
生

活
・
転
宅
・
就
学
支
度
・
結
婚
な
ど

う
る
ま
市
一
人
親
世
帯

新
入
学
児
童
生
徒
激
励
事
業
の
お
知
ら
せ

　

う
る
ま
市
一
人
親
世
帯
等
の
新
入

学
児
童
生
徒
に
対
し
て
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

【
対
象
】
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る

q
母
子
家
庭
の
小
学
校
一
年
生

w
父
子
家
庭
の
小
学
校
一
年
生
及
び

中
学
校
一
年
生

e
そ
の
他
の
養
育
世
帯
（
祖
父
母
等

が
養
育
し
て
い
る
世
帯
）
の
小
学

校
一
年
生
及
び
中
学
校
一
年
生

　

但
し
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

は
小
学
校
一
年
生
ま
で
と
す
る
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
と
す
る
。

【
申
請
方
法
】

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
居
住
す
る
地
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
（
本
所
・
支
所
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

４
月
13
日
（
火
）〜
４
月
27
日
（
火
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
本
所
（
総
務
課
）

　
　
　
　
　

1
９
７
３-

５
４
５
９

　

・
石
川
支
所

　
　
　
　
　

1
９
６
４-

２
４
９
４

　

・
勝
連
支
所

　
　
　
　
　

1
９
７
８-

５
９
１
４

　

・
与
那
城
支
所

　
　
　
　
　

1
９
７
８-

０
０
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に

児
童
家
庭
課
1
９
７
３
‐
４
９
８
３

障
害
の
あ
る
子
供
の
た
め
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

  

母
子
家
庭
の
母
の
資
格
取
得
と

    

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に

      

次
の
よ
う
な
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す

　

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

医
療
事
務
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
指
定

さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

受
講
に
要
し
た
経
費
の
40
％（
８
，０
０
１
円

以
上
で
20
万
円
以
下
）を
支
給
し
ま
す
。

（
受
講
開
始
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取

得
の
た
め
、
２
年
以
上
養
成
機
関
等
で
修

業
す
る
場
合
に
修
業
期
間
の
全
期
間
に
つ

い
て
、
生
活
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

費
用
を
支
給
し
ま
す
。（
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

　

身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て

い
る
父
母
又
は
養
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
【
手
当
の
額
（
月
額
）】

　

・
１
級
該
当
の
児
童
一
人
に
つ
き

　
　
　

５
０
，
７
５
０
円

　

・
２
級
該
当
の
児
童
一
人
に
つ
き

　
　
　

３
３
，
８
０
０
円
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子
育
て

第
１
回
子
育
て
マ
マ
の
就
職
講
座

	

（
託
児
機
能
付
き
）

　

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら
就
職
対
策
ま
で	

【
と　

き
】
４
月
20
日（
火
）～
５
月
28
日（
金
）

　
　
　
　

		

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
嘉
手
納
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

【
対
象
】
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
講
座
の

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

【
申
込
締
切
】
４
月
13
日
（
火
）			

午
後
４
時

【
定
員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料

「
子
ど
も
手
当
」
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
４
月
よ
り
「
児
童
手
当
」
に
代

わ
り
「
子
ど
も
手
当
」
が
支
給
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

対
象
児
童
の
年
齢
拡
大
、
ま
た
手
当
額
の

増
額
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
22
年

２
月
末
現
在
）

沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

1
８
６
０
｜
７
５
１
５

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

※
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
う
る
ま
市
外
に

い
る
場
合
も
、
受
給
者
（
親
）
が
う
る
ま

市
在
住
で
あ
れ
ば
う
る
ま
市
で
の
申
請
と

な
り
ま
す
。

　
（
児
童
が
同
世
帯
に
い
な
い
場
合
、
通
知

対
象
か
ら
漏
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
そ
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

※
支
払
月
は
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
と
同
様

に
６
月
、
10
月
、
２
月
に
前
４
か
月
分
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ご
案
内
は
平
成
22
年
２
月
末
現
在
の

情
報
に
基
づ
い
て
お
り
、
今
後
内
容
が
変
わ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
へ
は
案
内
ま
た
は
通
知

等
を
お
送
り
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

児童手当
（平成 22 年３月まで）

子ども手当
（平成 22 年 4 月から）

対象年齢
小学校卒業まで

※ 12 歳到達後、
　最初の 3 月 31 日まで

中学校卒業まで
※ 15 歳到達後、
　最初の 3 月 31 日まで

手当付月
（ひとり当たり）

・３歳未満一律 10,000 円
・３歳以上
　第 1 子、第 2 子　5,000 円
　第３子以降　  　10,000 円

一律 13,000 円

所得制限 あり なし

「児童手当」と「子ども手当」の比較

平成７年４月２日以降に生まれた
お子さんがいますか？

子ども手当はもらえません。

現在、児童手当を受給しています
か？

お父さんかお母さんが公務員で、
その方が職場から児童手当を受
けていましたか？

平成 22年４月より、新中学２年生
または新中学３年生のお子さん
がいますか？

子ども手当の申請が必要です。
児童家庭課よりご案内をお送りし
ます。

平成22年9月30日までに申請を行えば平成22年4月分から
さかのぼって受給することができます。

子ども手当の申請が必要です。
児童家庭課よりご案内をお送りし
ます。

いいえ

子ども手当の申請は不要です。

いいえ

職場にお問い合わせください。

はい

いいえ

「子ども手当」フローチャート

は
い

い
い
え

は
い

は
い
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募　

集

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

○
手
話
通
訳
入
門
講
座

【
と　

き
】
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
月
９
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
（
２
時
間
）

　

全
課
程
23
回
（
週
１
回
×
23
週
）

※
台
風
等
に
よ
り
延
期
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
う
る
み
ん
」
２
階　

第
１
会
議
室
予
定

【
受
講
対
象
】
市
内
に
在
住
し
、
手
話
通
訳

派
遣
事
業
に
登
録
で
き
る
方

【
定　

員
】
若
干
名

【
受
講
料
】
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
７
０
円
（
税
込
み
）

○
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

【
と　

き
】
６
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11 

月
４
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
５
時
（
３
時
間
）

　

全
課
程
22
回
（
週
１
回
×
22
週
）

※
台
風
等
に
よ
り
延
期
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
う
る
み
ん
」
２
階　

第
２
交
流
室

【
受
講
対
象
】
市
内
に
在
住
し
、
要
約
筆
記

奉
仕
員
に
興
味
の
あ
る
方

【
定　

員
】
若
干
名

【
受
講
料
】
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
５
０
円
（
税
込
み
）

　

※
各
講
座
の
申
込
先
及
び
申
込
期
限

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

【
申
込
先
】

　

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会　

本
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
宅
福
祉
課
・
高
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

【
申
込
期
限
】　

５
月
28
日
（
金
）
ま
で

こ
ど
も
寺
子
屋
及
び
囲
碁
教
室
の

受
講
者
募
集

○
こ
ど
も
寺
子
屋

【
内　

容
】
科
学
す
る
力
は
計
算
力
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
数
字
の
お
も

し
ろ
さ
を
体
験
し
よ
う
。

【
対
象
者
】
小
学
生
・
中
学
生

【
と　

き
】
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

【
費　

用
】
月
１
，
０
０
０
円

○
囲
碁
教
室
～
最
高
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

【
対
象
者
】
子
ど
も
・
親
・
お
年
寄
り

【
と　

き
】
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
４
時
～
午
後
５
時
30
分

【
費　

用
】
月
１
，
０
０
０
円

※
開
催
日
を
毎
月
第
３
土
曜
日
か
ら
第
４
土

曜
日
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
ジ
ー
エ
ヌ
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

　平成22年10月1日を期日として全国一斉に国勢調査を実施します。
　本調査は日本に住んでいるすべての人を対象とする最も基本的な統計調査で、うるま市では
約４万４千世帯、約11万８千人が調査対象となり、約500人の調査員が必要になります。
　実施にあたり調査員として従事していただける人を多数募集します。

平成 22 年 国勢調査　 調査員を募集します！

 調査員とは？
・本年10月１日に実施する国勢調査の事務を行っていただ

く方で、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。
・任命期間は８月下旬から10月下旬の2か月間です。

 申込み出来る人
・原則20歳以上で、責任をもって調査事務ができる方。
・税務、選挙、警察等に直接関係のない方。

 主な仕事の内容
・調査員事務打合せ会への出席
 （８月下旬～９月上旬）
・調査地域の確認、名簿等の作成（９月中旬）
・調査票の配布と回収（９月下旬～10月上旬）
・調査書類の検査と提出（10月中旬）
・未提出世帯へ再訪問し調査票の提出を依頼、回
   収（10月下旬）

 

 報　酬
・約3万5千円～7万円程度
（調査区数や調査対象世帯数により変動します。）

 申込方法
・「国勢調査調査員申込書」に記入して顔写真（4cm×

3cm 裏面に住所・氏名を記入）1 枚を添えて提出。
（電話・FAX による申込も可。その場合、写真は後
日提出すること。）

※「国勢調査調査員申込書」は企画課及び各区公民館
に置いてあります。

 申込期限
・平成22年５月21日（金）まで

 問合せ・申込先
・申込先 企画課 共同参画係（本庁３階）
・電話 ０９８－９７３－５００５
・FAX ０９８－９７３－９８１９
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お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
に

肝
臓
機
能
障
害
が
加
わ
り
ま
す

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
４
月

１
日
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
に

肝
臓
機
能
障
害
が
加
わ
り
ま
す
。

【
手
帳
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類
等
】

○
身
体
障
害
者
診
断
書
・
意
見
書

　
（
指
定
医
師
の
記
載
に
よ
る
も
の
）

○
肝
臓
機
能
の
障
害
の
状
況
及
び
所
見

　
（
指
定
医
師
の
記
載
に
よ
る
も
の
）

○ 

印
鑑
（
認
印
で
可
）

○ 

写
真
（
た
て
４
㎝
×
よ
こ
３
㎝
）

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
自
立
支
援
医
療
（
更

生
医
療
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
指
定
医
療
機
関
か
障
が
い
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

今
年
度
も
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
・
人
間

（
脳
）
ド
ッ
ク
が
、
４
月
以
降
順
次
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
40
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
及

び
長
寿
医
療
被
保
険
者
の
皆
様
に
は
、
４
月

中
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
年

に
一
度
の
健
診
受
診
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
又
は

そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
へ

　

国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平

成
21
年
10
月
よ
り
、
実
施
し
て
い
る
「
住
宅

手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
」
を
平
成
21
年
度

に
引
き
続
き
平
成
22
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能

力
及
び
就
労
意
欲
の
あ
る
者
の
う
ち
、
住
宅

が
な
い
方
又
は
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

が
、
住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
住
宅
手
当
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

住
宅
確
保･

就
労
支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援

等
を
実
施
し
、
住
宅
及
び
就
労
機
会
の
確

保
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
申
請
の
手
続
き
を
行
う

よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
申
請
時
に
次
の
q
か
ら
u
の
全

て
に
該
当
す
る
方

q
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

w
申
請
時
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃
金
を

得
て
主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
方

e
就
労
能
力
、
就
労
意
欲
が
あ
り
、
公
共
職

業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、
常

用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
う
方

r
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
又
は
喪
失
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
方
（
喪
失
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
方
は
t
及
び
y
の
要
件
に
該
当
し
、

賃
貸
住
宅
等
に
入
居
し
て
い
る
方
）

t
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。
一
時
的
な

収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
単
身
世
帯

　
　

月
収
11
万
４
千
８
百
円
以
下

・
２
人
世
帯

　
　

月
収
17
万
２
千
円
以
下

・
３
人
以
上
世
帯

　
　

月
収
22
万
円
以
下

y
生
活
を
共
に
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
預
貯

金
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯

　
　

50
万
円
以
下

・
複
数
世
帯

　
　

１
０
０
万
円
以
下

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対
す
る
雇
用

施
策
に
よ
る
貸
付
又
は
給
付
（
就
職
安
定

資
金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
、
就

職
活
動
困
難
者
支
援
事
業
等
）、
自
治
体

が
実
施
す
る
類
似
の
貸
付
又
は
給
付
等
を

受
け
て
い
な
い
方

【
住
宅
手
当
の
支
給
額
等
】

※
住
宅
手
当
の
支
給
額
は
生
活
保
護
の
住
宅

扶
助
特
別
基
準
に
準
拠

・
単
身
世
帯

　

３
０
，
８
０
０
円
以
内

・
世
帯
員
２
人
～
６
人

　

４
０
，
０
０
０
円
以
内

・
世
帯
員
７
人
以
上

　

４
８
，
０
０
０
円
以
内

※
ア
パ
ー
ト
等
の
初
期
費
用
で
あ
る
敷
金
、

礼
金
等
と
月
々
の
共
益
費
、
管
理
費
等
は

対
象
外
で
す
。

※
住
宅
手
当
の
支
給
は
申
請
日
の
翌
月
か

ら
、
最
長
６
月
間
支
給
し
ま
す
。（
一
定

の
条
件
下
で
３
か
月
間
支
給
延
長
）

※
住
宅
手
当
は
貸
し
主
等
の
口
座
に
振
り
込

み
さ
れ
ま
す
。（
申
請
者
本
人
へ
の
現
金

又
は
口
座
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
事
業
の
実
施
期
間
】

平
成
22
年
４
月
～
平
成
23
年
３
月

【
申
請
場
所
】
生
活
福
祉
課

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　

字
安
慶
名
４
８
８
番
地

【
申
請
受
付
期
限
】
平
成
23
年
２
月
28
日

※
申
請
に
は
、
顔
写
真
の
外
に
本
人
確
認
、

離
職
票
、
収
入
、
預
貯
金
、
求
人
申
し
込

み
等
を
確
認
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

【
社
協
の
貸
し
付
け
制
度
】

※
賃
貸
住
宅
の
入
居
に
必
要
な
敷
金
・
礼
金

等
の
初
期
費
用
や
当
面
の
生
活
費
等
の
一

時
的
な
資
金
が
必
要
な
方
で
社
会
福
祉
協

議
会
の
「
総
合
支
援
資
金
」
や
「
臨
時
特

例
つ
な
ぎ
資
金
」
の
貸
し
付
け
要
件
を
備

え
て
い
る
場
合
は
貸
し
付
け
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
福
祉
課
福
祉
総
務
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

1    

９
７
３
｜
４
９
８
２

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
７
４
｜
４
０
４
０

国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
１
７
７

生
活
福
祉
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
２
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
に
郵
送
、

ま
た
は
窓
口
に
て
切
り
替
え
を
し
ま
す
。

※
窓
口
切
り
替
え
の
対
象
と
な
る
方
は
、
事

前
に
窓
口
受
取
希
望
の
申
請
を
さ
れ
て
い

る
方
及
び
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
方
に
な

り
ま
す
。

葬
祭
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
葬
儀
を
執
り

行
っ
た
方
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
葬
祭
費
（
２
万
円
）、
う
る
ま
市
か
ら

葬
祭
費
（
１
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証

・
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
方
の
預
金
通
帳
、
認

印
・
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
と
き
の
領
収
書

※
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
方
以
外
の
口
座
に
振

込
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
65
歳
以
上

74
歳
ま
で
の
方
で
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
後
期
高
齢

国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
１
７
７

者
医
療
制
度
に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
保

持
者
及
び
４
級
の
一
部
保
持
者

②
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
が
い
基
礎
年
金
又

は
障
が
い
年
金
１
級
、
２
級
に
該
当
す
る

方
③
療
育
手
帳
制
度
要
綱
の
規
定
に
よ
る
、
障

が
い
の
程
度
が
重
度
に
該
当
す
る
方

④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
の
保
持
者

※
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
課
老
人
医
療

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
９
７
３
｜
３
１
７
７
（
内
線
１
１
７
１
）

	
平
成
22
年
度
市
税
納
期
の
ご
案
内

　

平
成
22
年
度
の
各
市
税
の
納
期
及
び
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
】

・
第
一
期　

平
成
22
年
４
月
30
日
（
金
）

・
第
二
期　

平
成
22
年
８
月
２
日
（
月
）

・
第
三
期　

平
成
22
年
12
月
27
日
（
月
）

・
第
四
期　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

【
市
県
民
税
】　

・
第
一
期　

平
成
22
年
６
月
30
日
（
水
）

・
第
二
期　

平
成
22
年
８
月
31
日
（
火
）

・
第
三
期　

平
成
22
年
11
月
１
日
（
月
）

・
第
四
期　

平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）

【
軽
自
動
車
税
】　

・
平
成
22
年
５
月
31
日
（
月
）

平
成
22
年
度　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

に
つ
い
て

　

水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
地
域
】

　

市
内
に
お
い
て
公
共
下
水
道
の
整
備
計

画
が
当
分
の
間
（
概
ね
７
年
以
上
）
見
込

ま
れ
な
い
地
域
。

【
対
象
数
】

 

・
５
人
槽
（
８
基
）

 

・
６
～
７
人
槽
（
４
基
）

 

・
８
～
10
人
槽
（
２
基
）

【
補
助
限
度
額
】

 

・
５
人
槽
３
３
２
，
０
０
０
円

 

・
６
～
７
人
槽
４
１
４
，
０
０
０
円

 

・
８
～
10
人
槽
５
４
８
，
０
０
０
円

【
申
込
場
所
】
環
境
課

　

申
請
書
類
等
は
環
境
課
に
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

４
月
１
日
～
５
月
31
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
課　

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

平
成
21
年
度
の
市
税
は
納
付
さ
れ
ま
し
た

か
？　

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
滞
納
に
な
る
と
、
督
促

料
や
催
告
書
が
送
付
さ
れ
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
場
合
は
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
３
月
５
日
よ
り
、
う
る
ま
市
教

育
委
員
会
教
育
部
文
化
課
は
次
の
住
所
へ
移

転
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
御
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
住　

所
】
う
る
ま
市
字
仲
嶺
１
７
５
番
地

　
　
　
　

	
（
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
内
）

【
電　

話
】
０
９
８
｜
９
７
３
｜
４
４
０
０

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
９
８
｜
９
７
３
｜
４
４
４
４

納
税
課

1
９
７
３
｜
１
０
９
９

文
化
課

1
９
７
３
｜
４
４
０
０



交
通
事
故
の
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
で
お
困
り
の

方
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
・
任
意
自
動
車

保
険
の
請
求
に
つ
い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
無

料
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

【
相
談
日
】
月
曜
日
～
金
曜
日（

祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　

・
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

・
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
弁
護
士
相
談
日
】
毎
月
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
予
約
制
・
要
面
談
）

【
相
談
場
所
】

沖
縄
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

那
覇
市
久
米
２
｜
２
｜ 

20

（
大
同
火
災
久
米
ビ
ル
９
階
）

沖
縄
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

1
８
６
８
｜
８
９
５
０
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環境課　1９７３−５５９４

　　　　

「目でかくにん 音でかくにん てもたかく」
をスローガンに、平成22年春の全国交通
安全運動が4月6日（火）から4月15日（木）
までの10日間全国一斉に実地されます。

※新入学児童が登下校しています。まだまだ
交通ルールに不慣れです。ドライバーの皆
さん児童をやさしく見守りながら交通マナ
ーを守り、交通事故の無いうるま市を目指
しましょう!!

うるま市交通安全推進協議会

春の全国交通安全運動が始まります

4 月〜 6 月は狂犬病予防注射月間です！

　飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが法律で義務づけられています。 
　飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることができるのは、飼い主のあなたです。 
　狂犬病は効果的な治療はなく、発症するとほぼ 100％致死的な病気です。 
　世界では毎年約 55,000 人（10 分間に１人）が狂犬病で亡くなっており、感染原因の多くは犬による咬傷です。
しかし、予防注射をしっかりと受けることにより、犬での発症を効果的に予防できます。 
　前年どおり、公民館等で狂犬病予防集合注射を６月に行う予定ですが、混雑による犬同士のトラブル、犬のコ
ンディションの難しさ、飼い主の仕事の都合等から、都合のいい日に安全に落ち着いて注射ができる動物病院で
の狂犬病予防注射をおすすめしています。 
※なお、上記の協力動物病院で６月までに狂犬病予防注射をしていただければ、公民館等で行う集合注射と同額

の料金 3,000 円で注射（注射済票交付）が受けられます。7 月以降も、もちろん注射（注射済票交付）は可能
ですが、料金が異なる病院もあります。うるま市で新しく犬を飼われる方（転入除く）は、新規登録（犬鑑
札交付）も上記の協力動物病院で可能です。 

※上記以外の動物病院でも狂犬病予防注射を受けられますが、料金が異なる場合もあり、注射済票交付のため、
うるま市役所環境課へ来庁して頂くこともあります。事前に病院で確認の上、受付してください。 

※６月に公民館等で行う予定の狂犬病予防集合注射の日程については、広報うるま５月号で掲載します。 

協力動物病院 所在地 診療時間

ながみねどうぶつクリニック 
1 ９７９－０００１

うるま市字前原 308-4
（具志川ジャスコの裏通り）

金～水曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：00
 （木曜日休診） 

みどり動物病院
1 ９７４－８８９８ 

うるま市みどり町 3-4-2
（市役所本庁近く） 

金～水曜日 10：00 ～ 13：00、16：00 ～ 19：00
 （木曜日と祝祭日休診） 

ホサナ動物病院 
1 ９６４－５８３７

うるま市石川東恩納 66-2
（東恩納三叉路）

月～土曜日・祝祭日  9：00 ～ 11：45、15：00 ～ 18：45
日曜日　　　　 9：00 ～ 11：45、15：00 ～ 17：45
 （水曜日休診） 

ペットメディカルセンター・エイル
1 ９３０－２２２２

沖縄市比屋根 2-2-1
（ショッパーズ泡瀬の隣） 

水～月曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：30
火曜日       10：00 ～ 17：30

ｔａｍａ動物病院 
1 ９３７－３７３７

沖縄市字古謝 1135-5
（宮里中学校向かい） 

月～土曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：30
祝祭日　　  9：00 ～ 12：00 
 （日曜日休診） 

美里どうぶつ病院
 1 ９３４－４１１０

沖縄市越来 3-14-39
（美来工科高等学校近く）

月～土曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：00
日曜日        9：00 ～ 12：00、14：00 ～ 16：00 
祝祭日        9：00 ～ 12：00

うるま市では、動物病院での狂犬病予防注射をおすすめしています。
【４月～６月 狂犬病予防注射料金 3,000 円 要電話予約】
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広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】毎月第 4 木曜日　午後 2 時〜午後 4 時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始

※先着 8 名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先
着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁くだ
さい。窓口が大変込み合い相談を受けることが出来ない
場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰など人権
問題でお困りの方。
※法務局沖縄支局でも平日相談可能      1937-3278

【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受け付けます。
※沖縄行政評価事務所でも平日相談可能  1867-1100

【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）などの悪質
商法、架空請求や金融問題 ( 多重債務 ) 等に対するトラブル等に
ついて消費生活専門員が対応します。市民の皆さん一人で悩まず
相談してください。
※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能  1863-9214
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　  973-5487

庁
舎
間
連
絡
バ
ス
の

　

継
続
運
行
を
行
い
ま
す
！

　

現
在
、
運
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
「
庁
舎
間
連
絡

バ
ス
」
を
継
続
し
て
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
乗
降
所
と
も
時
間
前
に
出
発
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
５
分
前
に
は
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
交
通
渋
滞
・
道
路
工
事
等
で
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
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◆人権・行政合同相談所　
【と　き】4 月 16 日（金）　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】石川庁舎 １階市民相談室（行政） 
             石川保健相談センター １階相談室（人権）
            （石川庁舎となり）
◆消費者相談

【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

無
料

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

うるみん 

勝連庁舎 

与那城庁舎 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

うるみん 

勝連庁舎 

与那城庁舎 

具志川庁舎 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

うるみん 

勝連庁舎 

与那城庁舎 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

うるみん 

勝連庁舎 

与那城庁舎 

具志川庁舎 

午
　
　
　
前 

午
　
　
　
後 

運行時刻表 
1.左回り（マイクロバス） 

※ 庁舎間連絡バスのため、上記以外では乗り降りできません。 
　 土日祝祭日を除き毎日運行します。 

8:50発 

9:10発 

9:30発 

9:35発 

9:55発 

10:05発 

10:30発 

10:50発 

11:10発 

11:15発 

11:35発 

11:45発 

12:05着 

13:00発 

13:20発 

13:40発 

13:45発 

14:05発 

14:15発 

14:40発 

15:00発 

15:20発 

15:25発 

15:45発 

15:55発 

16:15着 

乗降場所 出発時刻 

2.右回り（ワンボックス） 

具志川庁舎 

与那城庁舎 

勝連庁舎 

うるみん 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

与那城庁舎 

勝連庁舎 

うるみん 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

具志川庁舎 

与那城庁舎 

勝連庁舎 

うるみん 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

与那城庁舎 

勝連庁舎 

うるみん 

具志川庁舎 

石川庁舎 

具志川庁舎 

午
　
　
　
前 

午
　
　
　
後 

8:50発 

9:10発 

9:20発 

 9:40発 

9:45発 

10:05発 

10:30発 

10:50発 

11:00発 

11:20発 

11:25発 

11:45発 

12:05着 

13:00発 

13:20発 

13:30発 

13:50発 

13:55発 

14:15発 

14:40発 

15:00発 

15:10発 

15:30発 

15:35発 

15:55発 

16:15着

乗降場所 出発時刻 



☆平
た い ら

良 盛
せいしょう

昌様（石川東恩納）より５万円の寄付
☆うるま市商工会女性部様より10万円の寄付
☆うるま市社交ダンス愛好会様より３万円の寄付

☆うるま市社交飲食業組合様（みどり町）より３万円の寄付
☆石川地区社交飲食業組合様（石川白浜）より２万５千円の寄付
☆JAおきなわ具志川支店まつり実行委員会様
  （みどり町）より31,692円の寄付
☆平

た い ら

良 盛
せいしょう

昌様（石川東恩納）より５万円の寄付
☆比嘉区公民館様（勝連比嘉）より３万円の寄付
☆新

あらかき

垣 秀
ひでかず

和様（字田場）より５万円の寄付

☆農事組合法人グァバ生産組合(うるま市)様より10万円の寄付
☆沖縄県スポーツ小売商組合様より10万円の寄付

27 広報うるま 2010　4月号　

i n f o r m a t i o n

ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

440 件
421 人

0 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（896件）
（842人）
（6件）

＋ 94
＋ 68
＋ 26
＋ 81

118,149 人
58,996 人
59,153 人
44,008 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 3月1日 前月比

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

 うるま市育英会へ

関係者の皆様に大変ご迷惑をお掛けしました。
お詫びを申し上げ訂正いたします。

広報うるま3月号のP3ページ掲載記事、1/15母子保健事業で表彰の文中、
（誤）　池原充子　　　（正）池原允子

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当講習
会を受講して使い方を覚えましょう！

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

与
那
城
西
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
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公
民
館
）
が
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成
し
ま
し
た

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
、
住
民
の
行

う
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

の
総
合
施
設
（
公
民
館
）
の
建
設
整
備
の
助

成
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行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

与
那
城
西
原
自
治
会
で
は
、
長
年
利
用

し
て
き
た
公
民
館
が
天
井
や
壁
な
ど
に
腐

食
や
剥
離
が
み
ら
れ
大
変
危
険
な
状
況
で
し

た
が
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
資
金
の
活

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

用
に
よ
り
平
成
22
年
３
月
に
与
那
城
西
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
よ
り

充
実
し
た
地
域
交
流
、
活
性
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

地域の行事で活躍する舞台

「美ら島沖縄総体 2010」うるま市実行委員会へ

消防活動状況（平成 22 年 2 月） 

建て替えられた与那城西原公民館



就活しながら受講できます。年齢・居住地などの制限もありません。事業説明会・研修への参加は失業認定における就職活動の実績になります。

13：15 ～ 14：30

14：40 ～　健康・長寿分野

15：00 ～　健康・美容分野

15：10 ～　コールセンター関連分野

15：30 ～　高度 IT 分野

15：40 ～　映像コンテンツ制作分野

15：50 ～　ものづくり分野

16：00 ～　就労支援事業
16：10　　 終了予定

　　　　　  い・き・る　作業療法士 　藤原 茂氏
琉球リハビリテーション学院　学院長

藤原 茂
らわじふ（ 

   　　　しげる）
1948 年　山口県萩市生まれ
　作業療法士

NPO法人夢の湖舎 理事長　　　
株式会社夢のみずうみ社 代表取締役
琉球リハビリテーション学院 学院長　　　
日本作業療法士連盟相談役
山口県園芸療法研究会会長

　脳卒中などで心身機能に障害を持つ人々が、飛躍的な機能回復を
果たして注目される施設がある。
　施設の利用者の実に４割近くが、心身機能などが改善、全国平均
を大きく上回る実績を誇る。その立役者が藤原茂氏だ。
　藤原氏が設立したみずうみ村では趣味や娯楽、運動など、さま
ざまな作業を通して、機能の回復を目指しながら、日常生活を
支障なく送れるよう支援する。

　昨年11月脳科学者の茂木健一郎と住吉美紀アナウンサー
がパーソナリティを務め、毎回ひとつの仕事にスポット
を当てて仕事に情熱をかける『プロフェッショナル』
を紹介するNHK総合の人気番組『プロフェッショ
ナル　仕事の流儀』が昨年 11月に放送、朝日
新聞社説では「訪ねてみると驚きの連続」

と「夢のみずうみ村」が紹介され、介
護業界で最も注目を集める指導

者のひとりである。

リハビリが人生を
　　　　　面白くする
「どんなに不自由だったとしても、
　人生はいくらでも面白くなる」

上記講座は現在申し込み受付中ですが、説明会会場でもお申込いただけます。
講座日程・募集期間等の詳細は、事業説明会にてご案内いたしますが、
当協議会のＨＰ（www.kankinwan.jp）でもご確認いただけます。

沖縄北 I.C

沖縄北インターから
直進４㎞
喜屋武交差点を左折

MAC
HOUSE●

●
中部病院

具志川高校
　　　　●

喜屋武交差点高
速
自
動
車
道

名
護

那
覇

うるま市民芸術劇場

就活あじまぁプロジェクト

沖縄スパセラピスト育成研修

ホームヘルパー 2級資格取得講座
介護予防運動指導員養成講座
健康運動実践指導者養成講習会

高度 IT 技術者育成研修

３DCAD/CAE 技術者育成研修

字幕制作技術者育成研修
映像編集技術者育成研修

就職対策！！ビジネスマナー研修
初歩からわかる顧客対応
初歩からわかるWord Excel 事務
コールセンター管理者育成

　『環金武湾就活あじまぁプロジェクト』は沖縄県・うるま市・金武町・宜野座村で構成さ
れる『沖縄県環金武湾地域雇用創造協議会』によって、求職者を着実に就職まで結び付
けることを目的に開始された人材雇用・育成事業です。
　変化する時代の流れを読み取りながら“企業が求めるところまで人材を育て上げる”こと
に重点を置き、現場のプロによる中長期での研修を行いながら、じっくりと就職に必要な
スキルを習得していただく各種職業訓練・講座です。


